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10
月
23
日
、「
宝
く
じ
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

ア　

ド
リ
ー
ム
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
」
が
有
明

野
球
場
で
開
催
さ
れ
、
大
勢
の
来
場
者
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
事
業
と
し
て
、
全

国
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
同
イ
ベ
ン
ト
。

今
回
は
金
田
正
一
さ
ん
を
は
じ
め
往
年
の

名
選
手
25
人
が
訪
れ
、
盛
大
な
拍
手
に
包

ま
れ
て
球
場
へ
と
入
っ
て
来
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
行
わ
れ
た
「
少
年
少
女
ふ
れ

あ
い
野
球
教
室
」
で
は
、
５
１
１
人
の
小

中
学
生
が
参
加
。守
備
、打
撃
、投
球
な
ど
、

部
門
ご
と
に
分
か
れ
、
プ
ロ
の
指
導
を
受

け
ま
し
た
。
ま
た
、野
球
教
室
と
同
じ
頃
、

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
は
、
金
田
さ

ん
に
よ
る
講
演
会
が
開
か
れ
、
こ
ち
ら
も

多
数
の
参
加
者
が
詰
め
か
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
抽
選
会
や
ホ
ー
ム
ラ
ン
競
争

な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
メ

イ
ン
で
あ
る
ド
リ
ー
ム
・
ゲ
ー
ム
が
開

幕
。
志
布
志
市
選
抜
チ
ー
ム
が
元
プ
ロ
野

球
選
手
の
ド
リ
ー
ム
チ
ー
ム
と
対
戦
し
ま

し
た
。

　

試
合
は
、
両
チ
ー
ム
一
歩
も
譲
ら
ず
0

対
0
で
迎
え
た
４
回
、
ド
リ
ー
ム
チ
ー
ム

が
参
加
選
手
の
中
で
唯
一
の
鹿
児
島
県
出

身
選
手
、
亀
山
努
さ
ん
の
ソ
ロ
ホ
ー
ム
ラ

ン
に
よ
り
先
制
。
し
か
し
最
終
回
、
ヒ
ッ

ト
と
相
手
の
エ
ラ
ー
も
あ
り
、
志
布
志
市

選
抜
チ
ー
ム
が
同
点
と
し
、
そ
の
ま
ま
1

対
1
の
引
き
分
け
で
ゲ
ー
ム
セ
ッ
ト
。
白

熱
し
な
が
ら
も
終
始
笑
顔
の
絶
え
な
い
試

合
を
終
え
、
夢
の
一
時
は
幕
を
下
ろ
し
ま

し
た
。

　氏名		 出身球団
金田　正一	 （巨　人）
谷沢　健一	 （中　日）
藤田　　平	 （阪　神）
堀内　恒夫	 （巨　人）
加藤　秀司	 （阪　急）
大島　康徳	 （日本ハム）
遠藤　一彦	 （横　浜）
山本　和範	 （ダイエー）
市川　和正	 （横　浜）
二村　忠美	 （日本ハム）
松永　浩美	 （ダイエー）
銚子　利夫	 （大　洋）

片岡　光宏	 （広　島）
横田　真之	 （ロッテ）
津野　　浩	 （日本ハム）
村上　隆行	 （近　鉄）
松浦　宏明	 （日本ハム）
定詰　雅彦	 （ロッテ）
前原　博之	 （中　日）
野田　浩司	 （オリックス）
吉永幸一郎	 （ダイエー）
野村　弘樹	 （横　浜）
亀山　　努	 （阪　神）
鈴木　　健	 （ヤクルト）
田中　一徳	 （横　浜）

ドリームチーム出場選手（敬称略）
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体 力 向 上
推 進 事 業

　目　　　的
児童生徒の体力の実態を把握し、体力の向上に努めるとともに、教師の
体育（保健体育）の授業における指導力向上を図る。

　反省及び評価点

・	市内全校で体力・運動能力調査を実施・分析し、一校一運動など体力向上計画の見直しを行っ
た。
・	平成 24 年度からの中学校武道必修化完全実施に向けて、各学校の設備等の最終確認と保健
体育担当教員の指導力向上、地域指導者、安全確保の徹底についての指導を行っていきたい。

外部評価委員の意見
知育・徳育・体育の調和の取れた児童生徒の育成が公教育の使命である
ことから、今後とも継続的な指導・助言に努められたい。

青 少 年 芸 術
鑑 賞 事 業

　目　　　的
青少年に対して、優れた音楽・舞台芸術鑑賞の機会を与え、芸術に対す
る興味・関心をもたせ、創造的な芸術文化の情操形成に資する。

　反省及び評価点
スクールコンサートを鑑賞した小学１年生が、南日本新聞に感動した様
子を投稿したことで、翌年度に演奏グループとの地域交流ミニコンサー
トが開催されるなど、交流の輪が学校から地域に広がった地区もあった。

外部評価委員の意見
子どものころの感動は一生の宝ものである。市単独事業で行ってもらっ
ていることは大変ありがたく思う。情操豊かな児童・生徒の育成に係る
諸事業は地道な事業ではあるが、引き続き、その提供に努めてほしい。

志 布 志
埋 蔵 文 化 財
整 理 作 業 室
維持管理事業

　目　　　的
発掘調査された埋蔵文化財の調査成果を報告書としてまとめるとともに、
過去に出土した貴重な埋蔵文化財の遺物を良好な状態で後世に伝え残す
ための保管管理を行う。

　反省及び評価点
埋蔵文化財の遺物はパンケースで約 2,000 箱以上あり、志布志埋蔵文化財整理作業室
だけでは収納できずにその他施設に分散して保管管理している。整理作業も、作業ス
ペースが不足しているため効率が悪く、良好な保管管理が出来ていない状況である。

外部評価委員の意見
他市町より秀でた本市の文化財の保護活用事業は大切な事業なので、埋蔵
文化財センターの整備をぜひ実現して、子どもたちや市民の目に触れるよ
うにして郷土の歴史を学習し、ふるさとを愛する心の醸成に努めてほしい。

志 布 志 市
ス ポ ー ツ 少
年 団 本 部
運営支援事業

　目　　　的
スポーツ少年団の普及、育成及び活性化を図り、喜びや楽しさを体験す
るとともに、仲間との連帯や友情を育て、協調性や創造性などを育み、
青少年の心身の健全な育成に資することを目的とする。

　反省及び評価点
スポーツ少年団数及び団員数は、年々減少傾向にある。少子化による児童生徒の減少
が大きく起因しているが、競技によってはいき過ぎた練習や大会により入団しない児
童生徒や、スポーツ離れも起因している。今後、入団しやすい環境づくりも必要である。

外部評価委員の意見
知育・徳育・体育の調和のとれた児童生徒の育成の一環として勝利主義
のみに陥らないよう留意するとともに、子どもの成長に応じた安全を確
保しながら今後とも努力してほしい。

生 徒 指 導
推 進 事 業

　目　　　的
・	学校・家庭・地域・関係機関等が連携を図りながら、よりよい生徒指導
態勢を確立する。
・いじめ問題、不登校問題の的確な把握、早期解決に努める。

　反省及び評価点
・	適応指導教室での学習に参加することにより、進学への意欲が芽生え、
高校受験、卒業式への参加、上級学校への進学を果たすことができた。
・子育てに悩んでいる保護者に対してさらなる支援体制が必要である。

外部評価委員の意見
学力向上と生徒指導の充実は教育活動の両輪なので、今後とも充実に努
めてもらいたい。スクールソーシャルワーカー事業は必要な施策なので、
これからも市単独事業で実施してもらいたい。

　地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 27 条の規
定に基づき、志布志市教育委員会では５名の学識経験者で
構成する外部評価委員会を７月 11 日に開催し、平成 22 年
度の教育委員会の主な事務事業について、点検及び評価を
行い、評価報告書を議会に提出しましたので、その概要を
お知らせします。
　教育委員会では、この点検・評価をもとに、これまで以
上に効果的な教育行政の推進に努めてまいります。

教育委員会委
員の活動状況

　目　　　的
毎月の定例会、教育委員研修会、学校訪問、入学式、卒業式、その他各
行事への出席。

　反省及び評価点

今後の市全体の児童生徒の学習環境の整備・充実、学校運営上の課題解決等を図るた
め、「学校規模適正化の基本方針」を策定した。新たな取り組みとして委員独自で学
校を訪問し、声かけ運動や交通安全立哨を始めた。また、学校経営報告会を実施し、
学校経営の充実を図った。

外部評価委員の意見
新たな創意工夫を取り入れながら学校、地域との連携を深め本市教育の
充実・発展に努められることを期待したい。教育委員独自で学校を訪問し、
声かけ運動などを行っていることは大変ありがたい。

小 中 学 校 耐
震 補 強 事 業

　目　　　的
児童生徒等の安全を確保するとともに、地域住民の応急避難場所として
の役割も果たすことから、その耐震性能の確保、老朽施設の質的整備を
図る。

　反省及び評価点
耐震補強が必要な 21 棟のうち、志布志中・松山中の 4棟が完了した。平成 23
年度は、田之浦小・森山小・伊﨑田中の 4棟の工事を行っているが、現下の国
や市の財政状況の中で、計画どおり実施できるかが課題である。

外部評価委員の意見
小・中学校の耐震化は、今回の震災復興経費とは別個に財政措置がなさ
れるよう国・県に要望して、計画どおり実施できるよう努力してほしい。

学 力 向 上
推 進 事 業

　目　　　的
児童生徒の学力の実態を的確に把握するとともに、学力向上に向けた対
策を講じ、確かな学力の向上・定着を図る。

　反省及び評価点
・学力向上推進協議会を開催し、今後の対策を講じることができた。

・学校間に格差がある。同一校内においても、学年間に格差がある。

・問題解決的な学習過程による授業設計をさらに徹底する必要がある。

外部評価委員の意見
公教育の場では、児童生徒が公平に学力を身に付けることは不可欠なこ
となので、教師の指導力向上はもとより保護者の理解・協力も得ながら、
教育環境の整備を行い、本市の学力向上に努めてほしい。

小中学校図書
管理システム
整 備 事 業

　目　　　的
図書管理システムの導入及び図書購入により、市内すべての小・中学校
図書室における図書貸出、蔵書点検等、作業の同一化と学校図書室の充
実を図る。

　反省及び評価点
志布志地区では既に導入していたが、松山・有明地区で本システムを活
用するには、現在の蔵書の登録が不可欠なため司書補を中心とした学校
全体での取り組みが必要である。

外部評価委員の意見
旧町時代の学校図書室整備に格差があるようなので、市民はもとより児
童・生徒が平等に図書館利用ができるよう、今後とも整備に努められたい。

志 布 志 市 教 育 委 員 会 の 外 部 評 価 を 公 表 し ま す
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県
畜
産
共
進
会
で
４
頭
が
入
賞

　

10
月
８
日
、
姶
良
中
央
家
畜
市
場
に
お

い
て
第
60
回
鹿
児
島
県
畜
産
共
進
会
が
開

催
さ
れ
、
先
に
行
わ
れ
た
曽
於
地
区
秋
季

畜
産
共
進
会
に
お
い
て
曽
於
地
区
代
表
と

し
て
選
ば
れ
た
４
頭
が
本
市
か
ら
出
品
さ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
県
内
10
地
区
か
ら
５
部
門
に
合

計
76
頭
が
出
品
さ
れ
、
審
査
の
結
果
、
肉

用
牛
第
４
部
（
２
産
以
上
）
に
出
品
し
た

後
迫
政
子
さ
ん
の
「
も
ん
じ
ろ
う
」
号
が

優
秀
賞
に
、肉
用
牛
第
５
部
（
親
子
３
代
）

に
３
頭
１
組
で
出
品
し
た
岩
根
和
明
さ
ん

の
「
ゆ
き
の
」
号
及
び
石
田
春
嘉
さ
ん
の

「
ゆ
き
こ
」
号
と
「
は
る
か
」
号
が
最
優

秀
賞
１
席
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

間もなく焼酎が完成する予定です！

関西志布志会新会長就任

　９月 25 日、大阪府大阪市のホテ
ルアウィーナで開催された第 15 回
関西志布志会総会で、尖信一さんが
新会長に就任しました。
　退任した上埜文徳前会長から任を
受け継いだ尖さんは、「今日まで献
身的に活動維持に努めてこられた各
役員には本当に頭の下がる思いで
す。会員の高齢化が進む中、任期中
は若い世代の入会促進や旧町単位に
ある郷土会の統合・合併をできるだ
け進めたい」と抱負を語りました。

尖信一　新会長

お
い
し
い
焼
酎
が
で
き
ま
す
よ
う
に

　

知
的
障
が
い
者
作
業
所
「
し
ぶ
し
夢
し

ず
く
工
房
」
の
皆
さ
ん
が
毎
年
作
っ
て
い

る
焼
酎
「
夢
し
ず
く
」
の
仕
込
み
が
、
今

年
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

焼
酎
「
夢
し
ず
く
」
は
、
材
料
と
な
る

サ
ツ
マ
イ
モ
や
麹
用
の
米
も
す
べ
て
手
作

り
で
行
っ
て
い
ま
す
。
10
月
10
日
に
志
布

志
町
八
野
の
水
田
で
稲
刈
り
、
23
日
に
同

町
夏
井
に
あ
る
「
あ
さ
ち
ゃ
ん
畑
」
で
サ

ツ
マ
イ
モ
の
収
穫
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

収
穫
さ
れ
た
材
料
は
、
製
造
に
協
力
を

い
た
だ
い
て
い
る
若
潮
酒
造
株
式
会
社
で

加
工
し
、
24
日
か
ら
25
日
に
か
け
て
、
先

に
作
ら
れ
た
米
麹
と
サ
ツ
マ
イ
モ
を
混
ぜ

て
モ
ロ
ミ
を
作
る
二
次
仕
込
み
が
、
利
用

者
の
手
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

 

10
月
４
日
は
「
イ１

０

４
ワ
シ
の
日
」

　

10
月
４
日
「
い
わ
し
の
日
」
に
、
サ
ン

ポ
ー
ト
し
ぶ
し
ア
ピ
ア
で
「
背
白
ち
り
め

ん
三
昧
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
観
光
特
産
品
協
会
主
催
で
行
わ
れ
た

も
の
で
、店
内
に
設
置
さ
れ
た
会
場
で
は
、

今
年
２
月
に
Ｓ
‐
１
グ
ラ
ン
プ
リ
初
代
グ

ラ
ン
プ
リ
に
輝
い
た
「
背
白
ち
り
め
ん
三

昧
丼
」
を
限
定
１
０
４
食
、
１
０
４
円
で

提
供
。
正
午
か
ら
の
販
売
に
合
わ
せ
て
会

場
に
は
行
列
が
で
き
、
販
売
開
始
か
ら
わ

ず
か
20
分
で
完
売
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
、
㈲
堤
水
産
と
県
機
船
曳
網

協
議
会
志
布
志
支
部
か
ら
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
に
対
し
て
、
志
布
志
湾
で
水
揚
げ
さ
れ
た

ち
り
め
ん
10
㌔
が
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
元
で
獲
れ
た
ち
り
め
ん
を
子
ど
も
た

ち
に
食
べ
て
も
ら
う
た
め
に
、、
毎
年
行
わ

れ
て
い
る
も
の
で
、
寄
附
さ
れ
た
ち
り
め
ん

は
、
後
日
、
市
内
小
中
学
校
の
給
食
の
食
材

と
し
て
活
用
さ
れ
ま
し
た
。

０～２歳児がおイモ掘り

　10 月 20 日、安楽小学校近くのサ
ツマイモ畑で、安楽保育園の０～２
歳までの園児と地元高齢者の皆さん
による収穫が行われました。
　安楽地区ふるさとづくり委員会
（大地惇文委員長）主催で、同委員
会が活動資金づくりの一環で栽培し
ているサツマイモを提供して行われ
たものです。35人の園児の皆さんは、
12人の同委員会員と高齢者の皆さん
の手伝いを受けながら、袋いっぱい
のサツマイモを収穫しました。

重くて持って帰れるかな？

志布志城跡発掘現場説明会

　10 月 16 日、市教育委員会主催に
よる、国指定史跡である志布志城跡
の発掘現場説明会が開催されました。
　参加した約 40 人の皆さんは、公
開された現在調査中の発掘現場を見
学。過去数年間の調査による出土遺
物を紹介され、実際に手に取るなど
したほか、山城内の矢倉場（やぐら
ば）や大空堀（おおからぼり）といっ
た史跡の注目ポイントをめぐり、在
りし日の城の姿に思いを馳せていま
した。

出土遺物を興味深く眺めていました

園児みんなで街頭募金

　10 月から 12 月まで全国的に展開
される赤い羽根共同募金運動にとも
ない、10 月３日、志布志市内のスー
パー等で毎年恒例の街頭募金を行い
ました。
　当日は、民生委員やボランティア、
保育園・幼稚園の園児たちが一緒に
店舗出入口に並んで、街頭募金への
協力を呼びかけ、多くの人から善意
が寄せられました。
　集まった募金は、地域福祉のため
に幅広く活用されます。

募金へのご協力ありがとうございました

郷
土
芸
能
の
祭
典
に
ち
ろ
い
倒
し
が
出
演

　

10
月
9
日
、
鹿
児
島
市
民
文
化
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
た
「
第
16
回
鹿
児
島
郷
土
芸

能
」
に
、
通
山
ち
ろ
い
倒
し
保
存
会
（
野

口
嵐
会
長
）
が
出
演
し
ま
し
た
。

　
「
ち
ろ
い
倒
し
」
は
、
応
永
8
年
、
遠

征
中
で
手
薄
に
な
っ
た
志
布
志
城
が
敵
に

攻
め
ら
れ
た
際
、
男
児
が
幟
を
立
て
て
軍

勢
が
多
く
い
る
よ
う
に
見
せ
か
け
て
防
戦

し
、
そ
の
間
に
戻
っ
て
き
た
自
軍
と
と
も

に
勝
利
を
収
め
た
こ
と
に
始
ま
る
伝
統
行

事
で
す
。
中
で
も
出
演
者
の
ア
ド
リ
ブ
や

風
刺
の
利
い
た
演
技
が
見
所
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

県
内
か
ら
4
団
体
が
参
加
す
る
中
、
15

人
の
参
加
者
は
普
段
と
変
わ
ら
な
い
滑
稽

な
演
技
で
、
会
場
に
詰
め
か
け
た
１
７
０
０

人
の
観
客
の
笑
い
を
誘
い
ま
し
た
。

入賞おめでとうございます！

背白ちりめん三昧丼に並ぶ来場者

食材に使われた日の給食の様子（松山中）

ちろい倒し保存会の皆さん

第
１
０
３
回
伊
﨑
田
相
撲
開
催

　

10
月
16
日
、伊
﨑
田
小
学
校
相
撲
場
で
、

第
１
０
３
回
伊
﨑
田
相
撲
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

伊
﨑
田
相
撲
は
、
明
治
時
代
、
日
露
戦

争
後
に
勤
倹
を
説
い
た
戊
申
詔
書
が
発
布

さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
、
伊
﨑
田
村
で

開
催
さ
れ
た
こ
と
を
起
源
に
持
つ
伝
統
行

事
で
、
以
来
、
今
日
ま
で
受
け
継
が
れ
て

き
ま
し
た
。

　

昨
今
の
若
手
後
継
者
の
減
少
に
よ
り
、

今
回
か
ら
人
気
種
目
の
地
区
対
抗
戦
が
な

く
な
る
と
い
う
、
寂
し
い
話
題
も
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
昨
年
は
口
蹄
疫
の
影
響

で
中
止
と
な
っ
た
化
粧
ま
わ
し
コ
ン
テ
ス

ト
が
復
活
し
た
の
を
は
じ
め
、
小
中
学
生

の
対
戦
や
赤
ち
ゃ
ん
の
土
俵
入
り
な
ど
、

例
年
と
変
わ
ら
ず
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

白熱した取り組みが繰り広げられました
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記
者
が
見
た
震
災
の
姿
を
体
感

　

9
月
22
日
か
ら
27
日
の
期
間
、
田
之
浦
小

学
校
内
で
、
南
日
本
新
聞
社
に
よ
る
東
日
本

大
震
災
の
写
真
展
示
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
社
が
子
ど
も
た
ち
に
新
聞
の
見
方
を

教
え
る
「
よ
む
の
び
教
室
」
の
一
環
で
行

わ
れ
た
も
の
で
、
27
日
に
は
読
者
セ
ン
タ

ー
の
上
ノ
園
弘
さ
ん
が
出
前
授
業
を
行

い
、
被
災
し
た
宮
城
県
石
巻
市
で
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
や
取
材
の
様
子
に
つ
い
て

話
し
ま
し
た
。

　

授
業
で
は
児
童
や
先
生
ら
80
人
以
上
が

犠
牲
に
な
っ
た
大
川
小
学
校
や
、
震
災
直

後
に
手
書
き
で
作
ら
れ
た
「
石
巻
日
日
新

聞
」
の
レ
プ
リ
カ
を
紹
介
。
子
ど
も
た
ち

は
質
問
す
る
な
ど
し
て
、
上
ノ
園
さ
ん
の

話
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

元
五
輪
代
表
選
手
が
バ
ス
ケ
指
導

　

10
月
12
日
、
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

日
本
代
表
選
手
と
し
て
、
ア
ト
ラ
ン
タ
、

ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
た
永
田

睦
子
さ
ん
が
松
山
小
学
校
で
特
別
授
業
を

行
い
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
選
手
活
用
体
力
向
上
事
業

の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
５

年
生
と
６
年
生
34
人
が
参
加
し
た
授
業
で

は
、
パ
ス
や
ド
リ
ブ
ル
な
ど
の
基
礎
や
シ

ュ
ー
ト
練
習
の
後
、
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
が
行
わ

れ
、
永
田
さ
ん
の
明
る
く
賑
や
か
な
指
導

に
、
子
ど
も
た
ち
は
終
始
笑
顔
で
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

授
業
を
終
え
て
、
５
年
生
の
川
辺
葵
さ

ん
は
「
永
田
さ
ん
は
可
愛
く
て
面
白
か
っ

た
。
自
分
も
バ
ス
ケ
の
選
手
に
な
り
た
い

で
す
」
と
、感
想
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

授業を行う上ノ園さん

笑顔の絶えない、楽しい授業になりました

卒
業
制
作
で
母
校
に
看
板
を

　

10
月
20
日
、
有
明
高
校
技
術
科
の
皆
さ

ん
が
、
通
山
小
学
校
校
門
に
あ
る
看
板
の

補
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
学
科
で
は
３
年
生
の
皆
さ
ん
が
、
卒

業
制
作
の
一
環
で
校
内
の
補
修
作
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。
大
冨
将
範
先
生
が
指
導
す

る
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
は
、
制
作
の
中
で

一
点
だ
け
校
外
の
補
修
作
業
を
計
画
。
グ

ル
ー
プ
の
１
人
で
通
山
小
学
校
卒
業
生
の

稲
森
大
輝
さ
ん
が
、
学
校
の
行
き
帰
り
に

看
板
の
「
志
布
志
市
立
」
の
部
分
が
壊
れ

て
い
る
こ
と
に
気
付
い
た
こ
と
か
ら
、
今

回
の
作
業
に
至
り
ま
し
た
。

　

補
修
を
終
え
て
、
稲
森
さ
ん
は
「
就
職

が
県
外
な
の
で
、
帰
省
し
た
時
の
い
い
思

い
出
に
な
り
ま
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

Ｆ
Ｍ
し
ぶ
し
開
局
5
周
年

　

10
月
13
日
に
開
局
5
周
年
を
迎
え
た
特

定
非
営
利
活
動
法
人
志
布
志
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
放
送
（
通
称
Ｆ
Ｍ
し
ぶ
し
）
が
、
10
月

８
日
に
２
時
間
の
記
念
番
組
を
生
放
送
で

行
い
ま
し
た
。

　
「
継
続
は
力
」
を
テ
ー
マ
に
レ
ギ
ュ
ラ

ー
番
組
「
志
布
志
の
風
」
の
拡
大
版
と
し

て
贈
ら
れ
た
放
送
で
は
、
市
内
を
拠
点
に

活
動
す
る
演
歌
歌
手
、
島
津
健
さ
ん
の
生

歌
や
ギ
タ
ー
奏
者
、
小
浜
鉄
平
さ
ん
の
生

演
奏
を
は
じ
め
、
同
局
が
放
送
し
て
い
る

住
民
制
作
番
組
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
な

ど
18
人
の
ゲ
ス
ト
が
出
演
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
5
周
年
を
記
念
し
て
用
意
さ
れ

た
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
は
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
や
Ｅ

メ
ー
ル
で
多
数
の
応
募
が
あ
る
な
ど
、
好

評
の
内
に
放
送
を
終
え
ま
し
た
。

新たな１年に向けて、さらなる活躍を！

国交省と災害支援協定締結

　９月 27 日、志布志市をはじめ大
隅半島 4 市 5 町と国土交通省九州
地方整備局との間で、「大規模な災
害時の応援に関する協定」が締結さ
れました。
　この協定により、大規模な災害が
発生し、また、発生するおそれがある
場合に、相互が共通認識をもち連携し、
被害状況の把握や情報共有や災害対策
用資機材の派遣等、より迅速に対応し、
被害の拡大や二次災害の防止に寄与す
ることが期待されます。

鹿屋市役所で行われた締結式にて

シラス台地開墾の歴史を書籍に

　有明のシラス台地開墾と農業の
変遷を綴った書籍「地域づくりに
真心こめてーシラス地帯に生きる
（Ⅱ）ー」を、㈱ありあけ測量設計（丸
岡伸一社長）が自主出版しました。
　同社に勤める農業土木技術士、郡
山匡良さん監修の下、野井倉甚兵衛
翁に始まる開墾の歴史や、台風対策
などの取り組みを広く知ってもらう
ために制作したもので、書籍は県内
の公共機関や市内小中学校に贈呈さ
れました。

市に寄贈する丸岡社長と郡山さん

お茶を飲んで健康に！

　10 月 17 日、市内小中学校に対し
て、志布志市茶業振興会（堀口奏久
会長）より茶葉の寄附がありました。
　お茶の成分のカテキンには、イン
フルエンザの予防効果があると言わ
れ、同会では児童、生徒の皆さんに
お茶に親しみながら健康の維持管理
に活用してもらいたいと、毎年寄附
をおこなっています。
　当日は、吉野寅三副会長と鍋山輝
幸会長代理が来庁し、寄附を行いま
した。

お茶の力で今年の冬を乗り切りましょう！

１年生に看板を贈呈する稲森さん

魚屋さんの料理教室開催

　10 月 16 日、香月地区公民館で、
市内の鮮魚店の方を講師に迎え、料
理教室が開催されました。
　少しでも魚食の普及につながれば
という鮮魚店の方々の思いから企画
され、９人が参加した教室では、サ
バの煮付け・しめサバ・巻き寿司・
ハモの吸物にチャレンジ。講師の瀬
戸口聰さん、又木正秀さん、又木恵
子さんの指導を受け、捌きから調理
まで取り組み、最後は全員で調理し
たサバやハモに舌鼓を打ちました。

12月も開催予定です（詳細は38ページへ）

志布志中学校研究公開

　10 月４日、県「学力向上」研究
協力校の指定を受けている志布志中
学校で研究公開が行われ、県内各地
から教員、関係者約１００人が参加
しました。
　同校は「基礎・基本を確実に身に
付け、自ら学び自ら考える生徒の育
成」をテーマに、落ち着いた学習環
境づくりと習得と活用を重視した授
業改善を中心に平成 21 年度から研
究に取り組み、今回はその成果の発
表や公開授業が行われました。

参加者から多くの評価の声が聞かれました。

空手道選手権で好成績

　９月 11 日、宮崎県武道館で開催
された第９回西日本硬式空手道選手
権大会において、真輝塾（稲付洋平
塾長）の皆さんが下記のとおり好成
績を収めました。

今後の活躍に期待します！

○
型
の
部

部

門
氏

名
成
績

小
学

３
年
生
石
山
友
樹

（
志
布
志
小
学
校
）
優
勝

小
学

６
年
生
救
仁
郷
文
乃

（
志
布
志
小
学
校
）
優
勝

○
組
手
の
部
（
女
子
）

部

門
氏

名
成
績

中
学

１
年
生
石
山
琴
美

（
志
布
志
中
学
校
）
優
勝

（
敬
称
略
）

市の番組放送「しぶし志エフエム」は、毎月第２・４水曜日の午後１時と午後６時から次の
ＦＭ局で放送しています。



やってみよう！新聞スクラップ

　10 月１日、図書
館ボランティア養
成講座では志学館
中・高等部の矢野
正浩先生を迎え、
新聞スクラップに
ついて学習しまし
た。新聞活用の実
践事例として、見出しを読むことや、朝５分間の
新聞チェック、土日で１週間分の切り抜き、大型
封筒で分類保存して空いた時間で読みたいもの、
必要なものから読むことを勧めていました。
　新聞のどこに注目するのか。新聞は教材・情報
の宝庫であり、図書館で使える記事を分類して収
集し、市民のレファレンス（情報や資料を求める
利用者に、それを提供ないし提示することによっ
て援助すること）に応えられるよう情報提供して
いきたいと思います。
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  図書館へ行こう！

今月のテーマ図書
「あったか料理」

今月のテーマ図書
「年賀状」

■問い合わせ先　志布志市立図書館	　Tel	472-3322　URL=http://www.shibushicity-lib.jp

読書の秋　園児の感想画、児童・生徒の感想文・感想画を募集中です！

おはなし会へ出かけよう！
本　館　　11 月 12 日・19 日・26 日、
　　　　　12 月３日・10 日（土）午後２時～

松山分館　　11 月 12 日（土）午前 10 時～
安楽分館　　11 月 12 日（土）午前 10 時 30 分～
志布志分館　11 月 19 日（土）午前 10 時 30 分～
香月分館　　11 月 26 日（土）午前 10 時～

休館日カレンダー（本館）
November　11 月

日 月 火 水 木 金 土
11 12

13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30

December　12 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22

図 書 館

情

報
■�休館日（本館及び各分館・移動
図書館車の全てが休みになり
ます）

○ かみふうせん（お話し会）14 時〜
○本館お話し会（読み聞かせ会）14 時〜

○

○
○

○

○

新刊案内
■「くちぬい」

坂東　眞砂子	著
　首都圏の放射線汚染から逃
れるために西日本の村に移住
した夫婦。些細な土地のトラ
ブルから、村人による虐めが
始まり…。日本の暗部を暴く
書き下ろし長編。

■「カンタ」
石田　衣良	著

　携帯ゲーム会社を設立し、一
躍時代の寵児となる耀司。事
業拡大のため企業買収にのり
だすが、マネーゲームに翻弄
され命を狙われる。親友・耀
司を守るため、カンタはある
決意のもと沖縄へ旅立つ。『別
冊文芸春秋』連載を書籍化。

○
　　種　目　名 氏　　名 学校名 記録

5年男子 100m走
土 田　 翔 大 伊﨑田

14″8
小 林　 茶 介 有明

5年女子 100m走 瀬戸口　理歩 志布志 15″4
5 年男子走り幅跳び 有 川　 大 翔 尾野見 3m91cm
5 年女子走り幅跳び 津曲　愛優奈 尾野見 3m45cm
5 年男子走り高跳び 堀　 海 斗 松山 1m23cm
5 年女子走り高跳び 坂 元　 美 穂 尾野見 1m15cm
5 年男子 400mリレー 伊﨑田小学校 1′02″5
5 年女子 400mリレー 志布志小学校 1′05″3
5 年男子 800m走 安 川　 元 気 有明 2′45″2
5 年女子 800m走 山 口　 萌 依 香月 2′58″0
5 年男子ソフトボール投げ 川 畑　 優 樹 志布志 58m98cm
5 年女子ソフトボール投げ 津曲　愛優奈 尾野見 44m60cm

6 年男子 100m走
髙 橋　 孔 志 香月

14″2春 田　 豊 和 有明
平 田　 駿 人 香月

6年女子 100m走 立 脇　 麻 衣 香月 14″6
6 年男子走り幅跳び 川 畑　 陸 伊﨑田 4m52cm
6 年女子走り幅跳び 桑 原　 由 妃 志布志 3m46cm
6 年男子走り高跳び 松 永　 洋 夢 香月 1m32cm
6 年女子走り高跳び 上 木　 朱 理 山重 1m20cm
6 年男子 400mリレー 香月小学校 57"8
6 年女子 400mリレー 志布志小学校 1'00"9
6 年男子 800m走 平 田　 駿 人 香月 2′33″4
6 年女子 800m走 永 田　 蘭 有明 2′48″6
6 年男子ソフトボール投げ 森　 拓 海 香月 81m40cm
6 年女子ソフトボール投げ 立 脇　 麻 衣 香月 50m43cm
6 年男子 60mハードル走 川 畑　 陸 伊﨑田 9″8
6 年女子 60mハードル走 濵 田　 麗 菜 通山 11″3
5・６年男女混合400mリレー 山重小学校 1′06″9
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■期　　日　平成 24 年 1月９日（月・祝日）雨天決行
■集合場所　志布志運動公園陸上競技場
■コ ー ス　運動公園周辺周回コース　
■参加申込　大会競技規定に従い、所定の申込書に必要事
　　　　　　項を記入の上、参加料（遠隔地の場合は現金
　　　　　　書留又は郵便小為替）を添えて申込みください。

■参 加 料　一般男女　3,000 円、小・中学生 2,000 円
　　　　　　※申込後の参加料払い戻しはできません。
■申込締切　12 月 16 日（金）（※当日消印有効）
■問い合わせ先　志布志市教育委員会生涯学習課内
　　　　　志布志ジョガー駅伝競走大会実行委員会事務局
　　　　　℡ 472-1111（内線 332）・FAX473-1880

2012	第7回

駅伝を通じて、心身共に明るく気迫に満ちたたくましい青少年の育成と走る喜び、走る楽しさを味わうことを目的に「2012 第 7 回
志布志ジョガー駅伝競走大会」を開催します。多数のチームのご参加をお待ちしています。

9 時 30 分スタート！平成 24 年 1 月９日（月）

ボランティア養成講座 
第 10 回「語り部のコツを学ぼう！（語り部の実演と実習）」　12 月２日 ( 金 )10 時から

毎月 23 日は「子どもといっしょに読書の日」

ボランティアグループ
「かみふうせん」

子どもたちに夢を届ける！
　読書週間がスタートした 10 月 27 日、県内初の
こども図書館が、さつま町にオープンしました。
　そのセレモニーに県立図書館の推薦により、本
市のボランティアグループ『かみふうせん』が招
待され、オリジナル人形劇「にげ出した王様」など、
５つの演目を実演。会場から大きな拍手をいただ
きました。
　代表の本村多可子さんは「子どもたちの一人ひ

とりの目が輝いて
いました。本当に
来てよかったで
す。」と、充実した
様子で感想を語り
ました。

　10 月 19 日、市陸上競技場で第 6回志布志市小学校陸
上記録会が開催され、市内 16 の小学校から集まった児
童は日頃の練習の成果を発揮していました。
（右記に１位の記録を紹介します。■は新記録・タイ記録です。）
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第 6 回志布志市小学校陸上記録会開催
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①職員の競争試験（平成 21年度）

区　分 申込者数 第1次受験
者数（A）

第 1 次
合格者数

最終合格
者数（B）

競争率
（A）/（B）

一般事務Ａ 36 33 8 4 8.25
一般事務Ｂ 11 10 3 1 10
畜産技術職 4 4 1 1 4

計 51 47 12 6

②職員の採用及び退職の状況
（1）職員の採用の状況　　　　　　　　　（平成 22年度）

区　分 競争試験 計男性 女性

職　種
一般事務 A 3 1 4
一般事務 B 1 0 1
畜産技術職 1 0 1

計 5 1 6

（2）職員の退職の状況（平成22年4月1日～平成23年3月31日）
区　分 男性 女性

定 年 退 職 7 2 9
勧 奨 退 職 1 0 1
その他退職 4 0 4

計 12 2 14

③職員の勤務時間、休暇及び旅費等に関する勤務条件の状況
（1）職員の勤務時間（一般職の標準的なもの）

１週間の
勤務時間 開始時刻 終了時刻 休息時間 休憩時間

40 時間 午前8時30分 午後5時15分

正午から午後零
時15分まで及び
午後5時から午
後5時15分まで

午後零時15分
から午後1時
まで

（2）年次有給休暇の取得状況（平成22年1月1日～12月31日）
総付与日数

Ａ
総使用日数

Ｂ
対象職員数

Ｃ
平均取得日数

Ｂ/Ｃ
消化率
Ｂ / Ａ

13,510 日 3,829日 354人 10.8日 28.3％

（3）育児休業の状況　　　　　　　　　　（平成 22年度）
区　　分 男性 女性 計

育児休業の承認件数 0 0 0
育児休業期間延長の承認件数 0 0 0

（4）旅費制度の概要　　　　　　　　　　（平成 22年度）

区　分 日　　当 宿泊料（1夜につき） 食卓料（1
夜につき）

甲地方（県
外片道150km
以上の地域）

乙地方
（県内）

甲地方（県
外片道150km
以上の地域）

乙地方
（県内）

市　長 3,000 2,200 14,800 13,300 3,000
副市長
教育長 2,600 2,000 13,100 11,800 2,600

一般職員 2,200 1,800 10,900 9,800 2,200
※　別途半日当地域及び日当なし地域の定めがあります。

④職員の分限及び処分の状況
（1）分限処分者数（平成 22年度）

区　　分 降任 免職 休職 降級 計
心身の故障の場合 2 2
※　勤務実績が良くない場合・職に必要な適格性を欠く
　　場合・職制、定数の改廃、予算の減少により廃職、
　　過員を生じた場合・条例で定めた事由による場合の
　　分限処分はありませんでした。
（2）懲戒処分

区　　分 戒告 減給 停職 免職 計
全体の奉仕者たるに
ふ さ わ し く 非 行 の
あった場合

1 1

⑤職員研修の状況
区　分 回数（回） 人数（人）

一 般 研 修 自治研修所 8 56
専 門 研 修 自治研修所等 6 9
市単独研修 係長研修ほか 3 130

合　計 17 195

⑥職員の健康管理等に関する福祉の状況
（1）職員の健康診断の状況（平成 22年度）

区　分 受診者数（人）
定期健康診断 484（臨職含む）
人 間 ド ッ ク 153　　		　　　

（2）互助会への公費負担（平成 22年度）
会員数 公費負担額 会員掛金総額 公費負担率 公費負担内容
366人 2,373千円 2,629千円 47.4% 人間ドック補助金

⑦職員の勤務条件に関する措置要求及び不利益処分に関
　する不服申立等の利益の保護の状況
（1）勤務条件に関する措置の要求の状況（平成 22年度）
　　該当なし
（2）不利益処分に関する不服申立ての状況（平成 22年度）
　　該当なし
⑧公平委員会の業務の状況
（1）勤務条件に関する措置の要求の状況（平成 22年度）
　　該当なし
（2）不利益処分についての不服申立ての状況（平成 22年度）
　　該当なし

人事行政の運営等の状況の公表
　志布志市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例（平成 18 年志布志市条例第 191 号）第 6条の規定により、志布
志市における平成 22年度人事行政の運営等の状況を次のとおり公表します。

志布志市人事行政の運営等の状況について公表します

⑪部門別職員数の状況
区分

部門
職員数（人） 対前年増減数（人）

平成21年 平成22年 平成21年 平成22年

福
祉
関
係
を
除
く

　
　
　
　
一
般
行
政

議　会 5 5 0 0
総　務 86 84 △ 4 △ 2
税　務 34 34 1 0
農林水産 53 51 △ 3 △ 2
港湾商工 9	 10 △ 1 1
土　木 30 29 △ 2 △ 1
小　計 217 213 △ 9 △ 4

福
祉
関
係

民　生 39 35 △ 3 △ 4
衛　生 28 29 0 1
小　計 67 64 △ 3 △ 3

一般行政計 284 277 △ 12 △ 7
特
別

行
政

教　育 48 49 △ 4 1
小　計 48 49 △ 4 1

公
営
企
業
等

水　道 13 12 0 △ 1
下水道 2 2 0 0
その他 13 14 1 1
小　計 28 28 1 0

総合計 360 354 △ 15 △ 6
※ 1　	職員数は、一般職に属する職員数です。（教育長を

含み、臨時又は非常勤職員を除きます）。
※ 2　	公営企業等の「その他」には、国民健康保険事業

及び介護	保険事業に従事する職員数を計上してい
ます。

⑧特殊勤務手当の状況
手 当 名 内　容 金額（円）

税務手当 賦課徴収事務・臨戸徴収事務
（賦課）月　1,500
（徴収）月　3,000
（臨戸徴収）日300

防疫手当 感染症患者の救護作業ほか 日　　　300
徴収金徴収手当 市の収入金の徴収事務 日　　　300
保健師手当 保健師の業務 月　	　1,000
旅行病人及び行旅
死亡人取扱手当 行旅病人又は行旅死亡人の取扱（保護等）日				500（収　容）日	1,000
用地交渉手当 公共用地取得等の交渉業務 日　　　300
ケースワーカー手当 ケースワーカーの業務 月　　	5,000

①職員給与の状況（平成 22年度　一般会計決算）

一般職
員

（Ａ）

給与費 一人当
たり

給与費
（B/A）

給　料 職員手当 期末・勤勉
手当 計（Ｂ）

人
335

千円
1,318,749

千円
184,248

千円
484,293

千円
1,987,290

千円
5,932

職員手当には退職手当を含みません。
※ 2　職員数には教育長を含んでいます。
②歳出総額に占める職員給与費の割合（一般会計決算）

歳出総額（A） 給与費（B） 給与費率（B/A）
千円

20,727,586
千円

3,222,719
%

15.5
※		　給与費には特別職分（市長、副市長）を含んでいます。

③職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況
（平成 22年 4月 1日現在）

区　分 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

一般行政職 円
326,573

円
372,915

歳
42.8

技能労務職 352,810 361,050 55
※	 平均給与額は、平均給料月額に扶養手当、通勤手当、
	 住居手当、管理職手当、時間外勤務手当など加えた	
	 ものです。
④職員の初任給の状況　　　　		（平成22年4月1日現在）

区　分 一般行政職 技　能　職 国の制度
（行政職）

大学卒 円
161,600

円 円
172,200

高校卒 140,100 137,200 140,100
⑤一般行政職の級別職員数の現状（平成21年4月1日現在）

区　分 7 級 6 級 5 級 4 級 3 級 2 級 1 級

標準的な
職務内容 課 長 課 長 課長補

佐・主幹
主 任 主
査・係長

係長・主
査・技
術主査

主 事・
技 師

主事・技
師・主事
補・技師補

職員数
（人） 1 28 115 55 42 25 16

構成比
（％） 0.3 9.9 40.8 19.5 14.9 8.9 5.7

⑥期末勤勉手当の支給率　　　　　　　　　　　　（月分）

区　分 支給期別支給率 支給率計6 月期 12 月期
志布志市 1.95 2.0 3.95

国 1.95 2.0 3.95

⑦退職手当の支給率　　　　　　　　　　　　　　（月分）
区　分 20 年勤続の者 25 年勤続の者 35 年勤続の者 最高限度
支給率 32.76 41.34 59.28 59.28

⑨その他の手当の状況　　　（平成 22年 4月 1日現在）
区
分 内容 金額 国の制度

との異同
国の制度と
異なる内容

扶

養

手

当

・配偶者 円
13,000

　同　じ
・配偶者以外 1人につき 6,500
・配偶者のいない職員の
			扶養親族（1人目のみ） 11,000
・16歳から22歳までの扶	
			養親族（1人につき）

5,000
（加算）

住
居
手
当

・借家（支給限度額） 27,000（借家）同じ

・持家 2,500（持家）異なる
自宅に対す
る支給期間
の制限なし

通
勤
手
当

・支給限度額（40km以上）
15km未満
600円/1km（2km未満を除く）
15km以上
8,900円+2,400/5km

20,900 異なる 支給区分が異
なる

⑩特別職の報酬等の状況　　　　（平成22年4月1日現在）
区　分 給料月額（円） 区　分 報酬月額（円）
市　長 763,200 議　　長 402,800
副市長 600,300 副 議 長 316,600
教育長 559,800 各委員長 308,500

議　　員 294,000



新規航路開設の記念セレモニーを開催しました‼
　9月 27 日に志布志港新若浜地区国際コンテナターミナル
において、外貿コンテナ定期航路の新規航路開設記念セレ
モニーを開催しました。
　今回新規開設される航路は、船会社名：シノコーマーチャ
ントマリン、船名：シノコーウルサン号（総トン数は 5,356GT
で、１回で 255TEU 分（※）のコンテナを運ぶことができ
ます。志布志港と韓国釜山港間を週に１便運航（志布志港
寄港は毎週日曜日）しますが、寄港地が釜山港→志布志港
→釜山港であるため、志布志港と釜山港を短期間で運行す
る利便性の高い航路です。
　セレモニーの開催にあたり、本田修一市長が歓迎のあい
さつを述べ、続いて日本総代理店の（株）シノコー成本の
岸日出邦顧問、中本薫男大阪支店長、朴喜得船長に記念品、花束の贈呈を行い、中本薫男大阪支店長より
お礼の言葉をいただきました。
　今回の新規航路開設により、韓国航路は週４便に、全体としては４航路週８便となり、志布志港の利便
性がさらに向上します。
　志布志港の外貿コンテナ貨物取扱量は年々順調に増加しており、平成 22年実績で 83,541TEU と過去最
高を更新し、平成 23年取扱量も対前年同時期と比較して約１割の増加となっています。
　今後も、志布志港新若浜地区国際コンテナターミナルの利用が促進されるよう活動を続けていきます。
※１TEU：20 フィートコンテナ１個分

■問い合わせ先　市役所港湾商工課　℡ 474-1111（内線 286）

■相談窓口　●市役所本庁港湾商工課商工振興係　　℡ 474-1111（内線 289）
　　　　　　●松山支所地域振興課地域振興係　　　℡ 487-2111（内線 322）
　　　　　　●志布志支所地域振興課地域振興係　　℡ 472-1111（内線 354）

消費者ホットライン　０５７０－０
ま も ろ う よ
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み ん な を
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「
消
費
生
活
講
座
」
開
催

　

10
月
13
日
サ
ン
ポ
ー
ト
し
ぶ
し
ア
ピ

ア
に
て
、
鹿
児
島
県
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
主
催
に
よ
る
消
費
生
活
講
座
が
開

催
さ
れ
、
地
域
を
見
守
る
職
業
の
人
を

対
象
に
69
名
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
座
の
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

◆
川
村
重
春
弁
護
士
に
よ
る
講
義

　
「
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
対
処
方
法
」

　

豊
田
商
事
事
件
、
エ
ル
・
ア
ン
ド
・

ジ
ー
事
件
、
安
愚
楽
牧
場
事
件
等
を
紹

介
し
、
投
資
に
関
す
る
詐
欺
事
件
が
後

を
絶
た
な
い
現
状
に
つ
い
て
、
川
村
さ

ん
は
「
も
う
け
話
に
つ
い
て
は
、『
財

布
か
ら
出
た
お
金
は
返
っ
て
こ
な
い
』

と
、
肝
に
銘
じ
る
事
」
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。

◆
宇
都
宮
快よ
し
あ
き昭
社
会
福
祉
士
に
よ
る
講
義

　
「	

認
知
症
な
ど
の
高
齢
者
へ
の
支
援

に
つ
い
て
」

　

成
年
後
見
制
度
を
利
用
す
る
際
の
事

前
準
備
、
そ
の
後
の
流
れ
に
つ
い
て
事

例
を
交
え
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

講
演
の
中
で
、
宇
都
宮
さ
ん
は
、「
特

に
身
寄
り
が
な
い
場
合
な
ど
、
家
族
等

に
よ
る
後
見
が
期
待
で
き
な
い
高
齢
者

に
つ
い
て
は
、
市
町
村
長
申
立
の
活
用

し
て
ほ
し
い
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

◆
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
民
生
委
員

の
皆
さ
ん
か
ら
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
中
で
も
「
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

を
防
ぐ
方
法
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
は
、

「
人
か
ら
人
へ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り

が
重
要
で
あ
り
、一
人
で
悩
ま
な
い
で
、

ま
ず
相
談
を
」
と
い
う
発
表
が
あ
る
な

ど
、
今
後
の
参
考
と
な
る
有
意
義
な
時

間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

出
前
講
座
受
付
中
で
す
！

　

出
前
講
座
は
、
５
名
以
上
の
グ
ル
ー

プ
、
団
体
で
あ
れ
ば
、
こ
ち
ら
か
ら
出

向
き
、
消
費
生
活
問
題
の
講
話
を
い
た

し
ま
す
。
巡
回
消
費
生
活
相
談
の
日

程
に
つ
い
て
は
、「
く
ら
し
の
カ
レ
ン

ダ
ー
」
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

知
っ
て
る
？
消
費
生
活
vol. ８

　鹿児島初！全会場入場無料の音楽祭です。
　『みんなおいでよ！』『大隅から元気を届けよう！』という合言葉で全国
から志布志に大隅に人を招こうというイベントです。
市民みんなで参加して、一緒に志布志を大隅を盛り上げましょう！
　また、当日たくさんのボランティアが必要です。お手伝いくださる方、
老若男女、ご経験、年齢問わず大募集しております。
　一緒に志布志を盛り上げましょう！

★開催スケジュール（志布志）★
会　場 メイン会場

志布志運動公園 若潮酒造
島津
CUREO
HALL

和香園 鉄道記念
公園

サンポート
しぶし
アピア

味人膳 道の駅
松山

日　時

10:00
~
17:30
（26 日）

10:00
~
16:30
（27 日）

15:00
~
21:00
（26 日）

15:00
~
21:00
（26 日）

15:00
~
21:00
（26 日）

10:00
~
19:00

（26・27日）

10:00
~
19:00

（26・27日）

15:00
~
21:00
（26 日）

10:00
~
17:00
（27 日）

問い合わせ先　鹿児島ジャズストリート実行委員会
（事務局）　℡0994-45-5718　　（志布志事務局）　℡473-3800　URL　http://jazzstreet.jp/
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グループディスカッションの様子

【ゲスト】
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地球にやさしいこと
　　　はじめよう！

■問い合わせ先　
　本庁市民環境課環境政策室	 ℡ 474-1111（内線 131 ～ 134）
　松山支所市民課	 ℡ 487-2111（内線 224）
　志布志支所市民課	 ℡ 472-1111（内線 224・225）

畑地かんがい事業のお知らせ
曽於南部地区で畑かん散水器具実演会を開催‼
　9月 15 日、（有明町原田・野神地区）2カ所で志布志市畑か
ん営農推進本部主催による、畑かん散水器具の展示及び実演会
を開催しました。
　当日は興味のある農家の方々や、畑かんセンターをはじめ関
係機関を含め約 100 名の方々がスマートレイン、ロールカー、
レインガン、散水チューブなどの実演を興味深く見ていました。

散水器具設置を申込みされる場合は、次の期日までに‼
●曽於南部地区（有明町）―平成 24 年３月末日まで
　（伊﨑田及び野井倉、蓬原の一部は、平成 25年３月末日まで）
　申込み等につきましては、下記お知らせをご参照ください。

畑かん事業に関する問い合わせ先
・本庁農政課畑かん推進係　℡ 474 － 1111（内線 431）	・志布志支所産業振興室　　℡ 472 － 1111（内線 412）
・松山支所産業振興室　　　℡ 487 － 2111（内線 232）	・県畑かんセンター　　　　℡ 482 － 6281
・曽於東部土地改良区　　　℡ 487 － 2986	 	 ・曽於南部土地改良区　　　℡ 471 － 0171

11 月 23 日は「お茶一杯の日」

若葉会のお茶をぜひご賞味ください‼
　毎年 11 月 23 日は鹿児島県のお茶生産者で「お茶一杯の日」と定め、お茶に
関する様々なイベントが各地で開催されます。若葉会では、昨年に引き続き市
内２か所でこの「お茶一杯の日」に、会員のつくったお茶を無料で振る舞います。
　おいしいだけではなく体にも良いお茶を、この日を機会に “いっぱい ” 飲ん
でください！

①スーパーセンターニシムタ志布志店 ②サンポートしぶしアピア
◆日　時　11月 23 日（水）　10:00 ～
◆内　容　
　1）お茶試飲会（お茶菓子付）
　2）若葉会のお茶販売
　3）志布志市のお茶と若葉会の活動紹介

◆日　時　11月 23 日（水）10:00 ～
◆内　容
　1）お茶試飲会
　　	野点形式で座ってゆっくりお召し上がりいただけ
るほか、若葉会の会員がおいしいお茶の入れ方を
レクチャーいたします。

　2）若葉会のお茶販売
問い合わせ先　若葉会　会長　川添卓也　℡ 474 － 1768

若葉会イメージキャラクター
わかばちゃん

　県では、産業廃棄物の不法投棄の根絶を図るため、
毎年 11月を不法投棄防止強化月間と定めています。
　期間中は、不法投棄防止の啓発活動や産業廃棄物の
不法投棄防止パトロール等を強化しています。
　不法投棄は重大な犯罪です。この機会に一人ひとり
が「不法投棄をしない。させない。見かけたらすぐ電
話を」という意識を持ち、不法投棄のない住みよい地
域をつくりましょう。

◆産業廃棄物の不法投棄を発見した時の連絡先
　県庁廃棄物・リサイクル対策課　　
　℡ 099-286-3810（サンパイゼロ）

毎月第２月曜日は…

　掘り出し物市！午前 10 時～

※中止の場合もありますので、事前にご確認ください。
　場所：そおリサイクルセンター（電話：099-471-6050）

至志布志至鹿屋 Ｒ220

ココ

菱
田
橋

多数のご来場を、
心よりお待ち申し
上げております！

平
成
22
年
度
分
の
再
商
品
化
合
理
化
拠
出
金
に
つ
い
て

　

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
基
づ
き
、
事
業
者
や
市
町
村
、
消
費
者
が
連
携

し
て
社
会
全
体
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
（
再
商
品
化
）
の
合
理
化
・
効
率
化
が
図

ら
れ
た
場
合
は
、
そ
の
成
果
と
し
て
事
業
者
か
ら
市
町
村
に
資
金
が
拠
出
さ
れ

る
制
度
に
よ
り
、
再
商
品
化
合
理
化
拠
出
金
が
支
払
わ
れ
ま
し
た
。
平
成
22
年

度
分
の
拠
出
金
額
は
９
３
３
万
２
９
６
２
円
で
し
た
。
前
年
度
拠
出
金
額
と
比

較
し
２
割
弱
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

拠
出
金
の
分
配
は
、
引
き
渡
す
も
の
（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
や
ガ
ラ

ス
び
ん
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
、
紙
製
容
器
包
装
）
の
品
質
な
ど
に
よ
り
決
定
さ
れ

ま
す
。

　

引
き
渡
す
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
包
装
等
が
、
異
物
混
入
や
汚
れ
の
程
度
が
低

く
、
品
質
が
優
れ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
れ
ば
、
よ
り
高
額
な
拠
出
金
が
支
払
わ

れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
ご
み
の
分
別
の
徹
底
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
向
け
て
、
市

内
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

年
末
年
始
の
粗
大
ご
み
に
つ
い
て

　

粗
大
ご
み
の
回
収
は
、
廃
棄
物
収
集
業
者
（
志
布
志
町
地
域
：
㈲
ミ
ヤ
ウ
チ
、

有
明
町
・
松
山
町
地
域
：
大
隅
衛
生
企
業
㈲
）
に
よ
る
予
約
制
の
戸
別
収
集
、

ま
た
は
、
個
人
に
よ
る
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
の
直
接
搬
入
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

例
年
、
年
末
年
始
は
粗
大
ご
み
の
収
集
依
頼
が
集
中
す
る
た
め
、
ご
希
望
の

日
程
と
お
り
に
回
収
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
ご
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

●
志
布
志
町
地
域　

㈲
ミ
ヤ
ウ
チ

　
　

℡
４
７
３
―
１
１
９
９

　

●
有
明
町
・
松
山
町
地
域

　
　

大
隅
衛
生
企
業
㈲

　
　

℡
４
７
１
―
６
０
７
０

11 月は不法投棄防止強化月間です



2011.11 ■市報しぶし　18

　

生
活
習
慣
病
と
は
、
毎
日
の
良
く
な
い

生
活
習
慣
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
引
き
起

こ
さ
れ
る
病
気
の
こ
と
で
す
。

　

生
活
習
慣
病
の
一
つ
で
あ
る
糖
尿
病
患

者
数
は
、
わ
が
国
で
は
８
９
０
万
人
と
推

計
さ
れ
て
い
ま
す
。
予
備
軍
を
含
め
る
と

２
２
１
０
万
人
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
高
血
圧
は
３
９
７
０
万
人
、
脂
質

異
常
症
は
４
２
２
０
万
人
と
推
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
中
高
年
の
多
く
の
方
が
何
ら
か

の
生
活
習
慣
病
を
も
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
、
将
来
重
大
な
健
康
障

害
を
起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

健
康
障
害
を
予
防
す
る
た
め
に
、栄
養
、

運
動
、
休
養
、
喫
煙
、
飲
酒
に
つ
い
て
の

正
し
い
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

日
本
生
活
習
慣
病
予
防
協
会
で
は
「
一

無(

い
ち
む
）、
二
少(

に
し
ょ
う
）、
三

多(

さ
ん
た
）」
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

　
「
タ
バ
コ
の
三
悪
」
と
い
わ
れ
て
い
る

の
が
、
ニ
コ
チ
ン
、
タ
ー
ル
、
一
酸
化
炭

素
で
す
。
ニ
コ
チ
ン
は
糖
代
謝
や
脂
質
代

謝
に
異
常
を
引
き
起
こ
し
、
糖
尿
病
や
脂

質
異
常
症
な
ど
の
リ
ス
ク
を
高
め
ま
す
。

タ
ー
ル
に
は
様
々
な
発
が
ん
物
質
、
発
が

ん
促
進
物
質
、
そ
の
他
の
有
害
物
質
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
一
酸
化
炭
素
は
、
赤
血

球
の
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
と
強
力
に
結
び
つ
い

て
一
酸
化
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
と
な
り
血
液
の

酸
素
運
搬
機
能
を
妨
げ
ま
す
。

　

昔
か
ら
「
腹
八
分
目
に
医
者
い
ら
ず
」

と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
暴
飲
暴
食
を

控
え
る
こ
と
は
、
身
体
の
機
能
を
健
康
な

状
態
に
維
持
し
て
い
く
上
で
た
い
へ
ん
重

要
で
す
。
食
事
療
法
と
い
う
言
葉
が
よ
く

生
活
習
慣
病
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
か
ら

も
、
糖
尿
病
、
脂
質
異
常
症
、
高
血
圧
の

予
防
・
治
療
の
基
本
は
常
に
食
生
活
に
あ

り
ま
す
。
も
っ
と
も
望
ま
し
い
組
み
合
わ

せ
は
、
主
食
と
一
汁
三
菜
、
そ
れ
に
果
物
、

乳
製
品
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
よ
く
噛
ん

で
、
三
食
を
規
則
正
し
く
食
べ
、
偏
食
を

し
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
習
慣
病
が
ア

ル
コ
ー
ル
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
て
、
飲

み
す
ぎ
る
こ
と
に
よ
っ
て
多
く
の
疾
病
が

誘
発
さ
れ
る
可
能
性
が
高
ま
り
ま
す
。「
健

康
日
本
21
」
の
な
か
で
は
、
ア
ル
コ
ー
ル

に
関
し
て
1
日
20
㌘
（
日
本
酒
に
換
算
し

て
一
合
程
度
）
の
摂
取
が
望
ま
し
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

体
を
多
く
動
か
し
（
多
動
）、
し
っ
か

り
休
養
を
と
る
（
多
休
）、多
く
の
人
、事
、

物
に
接
す
る
生
活
（
多
接
）
の
勧
め
で
す
。

　

身
体
活
動
を
で
き
る
だ
け
多
く
し
て
、

身
体
を
動
か
し
た
後
は
、
し
っ
か
り
と
休

養
を
と
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
メ
リ
ハ
リ

の
あ
る
生
活
は
、
健
康
長
寿
に
は
欠
か
せ

な
い
要
素
で
す
。

　

皆
さ
ん
も「
一
無(

い
ち
む
）、二
少(

に

し
ょ
う
）、
三
多(

さ
ん
た
）
を
実
行
し
、

生
活
習
慣
病
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

■健康についての様々な相談にいつでも応じています。お気軽にお問い合わせください。
本庁保健課		Tel	474-1111　志布志支所福祉課			Tel	472-1111　松山支所市民課		Tel	487-2111

生
活
習
慣
病
を
予
防
し
よ
う

一
無
は
禁
煙
の
勧
め

三
多
は
多
動
・
多
休
・
多
接
の
勧
め

二
少
は
少
食
・
少
酒
の
勧
め

フ
ロ
ム
し
ぶ
し
元
気
ア
ッ
プ
体
操

　
「
フ
ロ
ム
し
ぶ
し
元
気
ア
ッ
プ
体
操
」
は
、

市
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
「
フ
ロ
ム
し
ぶ
し
」
に

乗
せ
て
踊
る
、
健
康
づ
く
り
体
操
で
す
。
一

曲
を
通
し
て
踊
る
こ
と
に
よ
り
、
有
酸
素
運

動
を
は
じ
め
、
バ
ラ
ン
ス
能
力
や
下
半
身
の

筋
力
ア
ッ
プ
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
ご
紹
介
す
る
立
位
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
ほ

か
、
座
位
、
キ
ッ
ズ
の
３
パ
タ
ー
ン
が
あ
り
、

市
役
所
で
は
各
振
り
付
け
表
と
、
練
習
用
Ｃ

Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
無
料
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
振
り
付
け
指
導
の
出
前
講
座
に
つ
い
て

も
、
随
時
受
付
し
て
い
ま
す
。

※
動
画
が
動
画
共
有
サ
イ
ト
に
ア
ッ
プ
さ

れ
ま
し
た
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ア

ク
セ
ス
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w
w
.city.shibushi.lg.jp

　

	

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
→
市
役
所

の
ご
案
内
→
各
課
の
案
内

→
保
健
課

一無・二少・三多
一無　禁煙
二少　少酒　	飲酒は飲める人でも日本酒換算

で１合程度までとする
　　　少食　	腹七、八分目で肥満を防ぎ、塩

分は 10g ／日以内とする
三多　多動　	１日に 20 分の歩行を２回と体

操・筋力トレーニングを各 10分
　　　多休　６～８時間の睡眠
　　　多接　	多くの人・事・物に接し趣味を

豊かに、創造的な生活をする

高い医療費みんなで助け合い国保の心
■平成22年8月分の医療費の状況です。
医 療 費 総 額 ３１６，０４１，４９４円
８月末国保加入者数 １１，２４１人
1人 当 た り 医 療 費（ 医
療 費 総 額 を 加 入 者 数
で 除 し た も の で す ）

２８，１１５円

医 療 費 １ 人 当 た り の 負 担 内 訳
市（ 国 保 ） 負 担 額 ２４，００８円
個 人 負 担 額 ４，１０７円
　この金額は、国民健康保険に加入している皆
さんが医療機関等で診療したものに対し、市（国
保）が支払った医療費です。
　医療費総額の約 85.4％を市（国保）が負担して
います。
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　平成 23 年 10 月から 24 年３月分まで
の子ども手当が変わります。手当の月額、
支給対象の子どもと受給資格者の要件な
どが変更となっています。
　９月まで受給していた方を含め受給す
るすべての方の、再度の申請が必要です。
市で把握しております対象の方について
は、すでに必要な書類等を郵送済みです。

（ただし、10 月以降に異動があり、申請済みの方について
は送付していません）

●手当の額（月額）

区　　分 10 月 か ら の
支給額

これまでの
支給額

0 歳から 3 歳未満 15,000 円
13,000 円
（一律）

３歳から
小学校修了前

第１子・第２子 10,000 円
第３子以降 * 15,000 円

中　学　生 10,000 円
*	子どもの数は「0歳から 18 歳に達する日以後の、最初の
３月 31日までの間にある子ども」で数えます。

●支給対象となる子ども

　国内に住所を有する中学校終了までの子ども。（海外留学
中は対象となる場合もあります）

●受給資格者（申請者）

　日本国内に住所を有し、支給対象となる子どもを養育し
ている人。
※	お子さんが児童養護施設等に入所している場合は、原則
として入所している施設の設置者等が子ども手当を受け
取ることになります。

※	両親が離婚協議中などで別居している場合は、子どもと
同居の方へ支給します。（ただし、離婚協議中であること
が分かる書類の提示が必要です）

※	未成年後見人や父母指定者の方も受給資格者となります。

●申請手続き等

　平成 24 年 3 月までに申請すると、平成 23 年 10 月分か
ら受給できますが、志布志市では平成 24年 2月に支給でき
るようにするため、11月 4日から 11 月 22 日までを申請受
付期間としています。申請者となるのは、子どもを養育す
る父母等のうち、主に生計を維持する程度の高い方です。

【申請に必要なもの】

・印かん（シャチハタ以外）
・		申請者の健康保険証の写し
　（申請者が国民年金加入者以外）
・申請者名義の通帳
・申請者の外国人登録証の写し
　（外国籍の人）

※申請者が子どもと別居している場合

・監護・生計同一申立書
・子どもの属する世帯の住民票謄本
※	公務員の方は勤務先で手続きをしてください。

●受付・問い合わせ先

　■本庁・福祉課児童福祉係	 ℡ 474-1111（内線 174）
　■松山支所・市民課福祉係	 ℡ 487-2111（内線 272）
　■志布志支所・福祉課福祉係	 ℡ 472-1111（内線 204）

オストメイトと家族の集い
　鹿屋医療センター（地域がん診療連携拠点
病院等）では、日本オストミー協会鹿児島県
支部と共催で「オストメイトと家族の集い」
を開催いたします。
◆日時　12月 10 日（土）13 時～ 15 時
◆場所　鹿屋医療センター２階講堂（無料）
◆内容
　●ストーマケア講演
　　（講師：皮膚・排泄ケア認定看護師）
　●ストーマ相談会
　●	ストーマ装具の展示、オストメイトとの

交流
◆問い合わせ先
　●県民健康プラザ鹿屋医療センター
　　「スキンケア外来」　（担当）室上

℡ 0994-42-5101（内線 659）
　●日本オストミー協会鹿児島県支部
　　鹿児島こだま会　（担当）窪田

℡ 099-260-1239

平成 23 年 10 月 1 日から

子ども手当制度が変わりました

拓
たくむ

夢ちゃん

大
たいげん

元ちゃん

蒼
そうし

司ちゃん

諒
りょうたろう

太郎ちゃん

美
み ゆ

優ちゃん

圭
か ほ

布ちゃん

蓮
れん

ちゃん

唯
ゆいと

人ちゃん

※	

10
月
に
行
っ
た
５
歳
児
歯
科
健
診
で
、
む
し
歯

も
処
置
歯
も
な
か
っ
た
子
ど
も
た
ち
で
す
。
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　有明教育分室では、有明地域の学校教育・生涯学習等の総合
窓口としての業務を行っています。　
　家庭でも性別に関わりなく家事等を協力し合うことなどを学
び、今後の家庭教育活動に役立ててもらおうと、先日行われた
就学時健康診断の際、保護者を対象とした男女共同参画の実現
に向けた出前講座を実施しました。
　また、教育分室では志布志市立山重幼稚園の入園についての
相談も受け付けています。お気楽にご相談下さい。

有明教育分室　教育係 474-1111（内線 261・262）

 
「男女がともに輝くまちづくりプラン」実現のためにこんな事をしています！

ひ　　　と

～有明教育分室～

　左図は平成 19 年度から 22 年度までの相談件数をまとめたものです
が、年々、増加傾向にあることがわかります。
　内容も、殴ったり、蹴ったりする身体的ＤＶだけではなく、暴言を吐く、
生活費を渡さないなどの精神的、経済的ＤＶが増えてきました。
　ひとりで悩まないで相談してください。また、悩んでいる人がいたら
相談窓口を教えてあげてください。

企画政策課　男女共同参画推進室
　女性支援相談室　11 月 16 日（水）新橋地区公民館、12 月 7日（水）志布志支所５階会議室（各 13:00 ～ 17:00）

　☎専用フリーダイヤル	０１２０- ７
な や む

８６- ０
お ご じ ょ

５４（月～金　8：30 ～ 17：00）
■問い合わせ先　企画政策課男女共同参画係　℡	474-1111（内線 250・255）

男女がともに認め合い、
いきいきと輝くまちをつくろう

男女共同参画社会
の実現を目指して

Vol.69

毎年 11 月 12 日～ 11 月 25 日は、
「女性に対する暴力をなくす運動」期間です
　暴力は、その対象の性別や加害者、被害者の間柄を問わず、決して許
されるものではありません。特に、夫・パートナーからの暴力（ＤＶ）、
性犯罪、売買春、セクシュアル・ハラスメント、ストーカー行為など女
性に対する暴力は、女性の人権を著しく侵害するものであり、男女共同
参画社会を形成していく上で克服すべき重要な課題です。

女性に対する暴力をなくす運動

「デートＤＶ」防止セミナー開催
◆日時　11月 20 日（日）（13:30 ～ 15:30）	 	 ◆会場　志布志文化会館２階集会室
◆講師　	谷崎　和代氏（鹿児島純心女子大学准教授）	With 鹿児島純心女子大学サークル「Ｓ＆Ｉ」
◆問い合わせ先　企画政策課男女共同参画係　474-1111（内線 250、255）
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Vol49.　Ｅｒｉｋａさん（24歳）
（本名：藤田　恵利花さん）

・ヴァイオリン、ピアノ奏者
・作曲家

　

今
年
4
月
か
ら
10
月
ま
で
の
間
、
Ｆ
Ｍ

し
ぶ
し
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
と
し
て
出
演

し
て
い
た
志
布
志
市
出
身
の
藤
田
恵
利
花

さ
ん
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
名
「
Ｅ
ｒ
ｉ
ｋ

ａ
」
で
鹿
児
島
市
内
を
中
心
に
、
ピ
ア
ノ

と
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
奏
者
、
作
曲
家
と
し
て

活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
「
気
が
つ
い
た
ら
教
室
通
い
を
始
め
て

い
た
」と
い
う
ピ
ア
ノ
は
５
歳
か
ら
、ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
は
、
両
親
が
フ
ァ
ン
で
あ
る
さ

だ
ま
さ
し
さ
ん
の
楽
曲
を
聴
い
て
い
る
う

ち
に
、
耳
に
入
っ
て
き
た
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

の
音
色
に
興
味
を
持
っ
て
、
10
歳
か
ら
習

い
始
め
た
と
の
こ
と
。
そ
の
後
、
本
格
的

に
音
楽
の
道
へ
進
む
た
め
、
志
布
志
高
校

を
卒
業
後
、
２
つ
の
音
楽
学
校
で
研
鑽
を

積
み
ま
し
た
。

　

大
学
を
卒
業
後
は
、
ジ
ャ
ン
ル
に
と
ら

わ
れ
な
い
音
楽
を
学
ぶ
た
め
に
渡
米
。
帰

国
後
、
鹿
児
島
市
内
を
拠
点
に
、
ブ
ラ
イ

ダ
ル
演
奏
や
様
々
な
パ
ー
テ
ィ
ー
の
演
奏

な
ど
実
演
家
と
し
て
活
躍
。
10
月
14
日
に

は
鹿
児
島
市
内
の
某
レ
ス
ト
ラ
ン
で
デ
ィ

ナ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
、
好
評
を
博

し
ま
し
た
。
演
奏
活
動
の
傍
ら
、
今
年
か

ら
は
ピ
ア
ノ
と
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
教
室
も

開
い
て
指
導
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

  

ま
た
、
Ｅ
ｒ
ｉ
ｋ
ａ
さ
ん
が
今
、
力
を

入
れ
て
い
る
の
は
、「
作
曲
家
」
と
し
て

の
活
動
で
す
。

　

大
学
で
作
曲
の
講
義
を
受
け
た
時
、
先

生
の
勧
め
で
仕
事
と
し
て
携
わ
る
こ
と
を

決
め
た
と
の
こ
と
。
し
か
し
作
曲
の
難
し

さ
は
、
依
頼
者
か
ら
伝
え
ら
れ
た
イ
メ
ー

ジ
を
音
に
変
え
る
た
め
に
、
0
か
ら
作
り

始
め
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
締
切
と
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
に
苦
し
む
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、「
い
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
浮
か
ん
で
、『
こ

れ
な
ら
人
の
心
を
掴
め
る
』
と
実
感
で
き

る
瞬
間
が
喜
び
で
す
」
と
語
り
ま
す
。

　

Ｅ
ｒ
ｉ
ｋ
ａ
さ
ん
の
楽
曲
は
、
Ｋ
Ｋ
Ｂ

で
放
送
中
の
番
組
「
美
人
時
計
」、「
ぷ
ら

な
び
＋
（
プ
ラ
ス
）」
来
年
1
月
以
降
放

送
分
で
も
採
用
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

プ
ロ
の
演
奏
家
、
作
曲
家
と
し
て
、

好
き
な
音
楽
に
囲
ま
れ
て
過
ご
し
て
い

る
Ｅ
ｒ
ｉ
ｋ
ａ
さ
ん
。「
や
り
た
い
こ
と

を
で
き
て
幸
せ
で
す
」
と
語
る
反
面
、「
や

り
た
い
か
ら
で
き
る
も
の
で
も
あ
り
ま

せ
ん
」
と
も
続
け
ま
す
。

　

仕
事
を
す
る
上
で
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、

健
康
面
、
契
約
な
ど
を
自
分
で
管
理
で
き

る
能
力
が
必
要
で
、
そ
れ
が
い
か
に
大
変

な
こ
と
な
の
か
を
痛
感
し
て
い
る
と
の
こ

と
。
悔
し
い
思
い
を
し
て
落
ち
込
む
こ
と

も
し
ば
し
ば
で
す
が
、
そ
こ
か
ら
何
を
学

び
と
っ
て
い
く
の
か
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。

　

実
演
家
と
し
て
活
動
し
、
作
曲
家
と
し

て
仕
事
を
頼
ま
れ
る
Ｅ
ｒ
ｉ
ｋ
ａ
さ
ん
。

プ
ロ
と
し
て
成
功
す
る
に
は
、
そ
の
道
の

素
養
だ
け
で
な
く
、
チ
ャ
ン
ス
を
見
つ
け

出
し
、
い
か
に
モ
ノ
に
で
き
る
か
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。
様
々
な
チ
ャ
ン
ス
に
恵

ま
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、「
人
と
人
と

の
偶
然
の
出
会
い
の
中
か
ら
得
ら
れ
た
も

の
」
と
、
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
Ｅ

ｒ
ｉ
ｋ
ａ
さ
ん
の
言
葉
が
印
象
的
で
す
。

　

話
を
聞
く
間
、
明
る
く
て
常
に
笑
顔
を

絶
や
さ
な
い
Ｅ
ｒ
ｉ
ｋ
ａ
さ
ん
。
そ
の
人

柄
が
良
い
出
会
い
を
呼
び
込
み
、
両
親
が

聴
い
て
い
た
音
楽
か
ら
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を

手
に
し
、
大
学
で
は
先
生
の
言
葉
か
ら
作

曲
家
と
し
て
の
新
し
い
道
を
拓
く
な
ど
、

充
実
し
た
人
生
を
送
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を

確
実
に
手
に
入
れ
て
い
ま
す
。
音
楽
家
と

し
て
の
感
性
だ
け
で
な
く
、
Ｅ
ｒ
ｉ
ｋ
ａ

さ
ん
か
ら
は
、
偶
然
の
中
か
ら
幸
運
を
掴

み
取
る
能
力
「
セ
レ
ン
デ
ィ
ピ
テ
ィ
」
の

高
さ
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

ＦＭしぶしの皆さんと

Erika	 オフィシャルウェブサイト	 http://ongakuyasan-erika.jimdo.com/
	 ブログ	 	 	 http://www.ameblo.jp/ongakuyasan26/
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♥出会い♥歴史・バスツアーを開催しました
　10 月 29 日、志布志Ｉ

あい

プロジェクト協議会主催で、歴史バスツアーを
行いました。
　悪天候のための会場変更等、さまざまなハプニングがありましたが、
昼食に志布志湾の海の幸をいただき、会話も弾みました。大慈寺で坐禅
を組んで心を癒し、開田の里公園で散歩、グループでの交流もみられ、
コスモスロードでは、一緒に写真を撮る微笑ましい姿も見られました。
　参加者からは、「すごく良い企画で有難い」、「年齢層が高い企画がな
いので良かった」「出会えて良かったし楽しかった」という感想の声が
聞かれ、結果は５組のカップルが成立。皆さんから祝福の拍手が贈られ
ました。

※	「ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）」とは、夫婦や恋人間の間で起
こる暴力のことです。
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短
歌
（
有
明
短
歌
会
）

教
壇
に
倒
れ
伏
す
迄
勤
め
た
る
病
み
て
し
み
じ
み
亡
夫
を
し
の
び
ぬ	

畑
山
み
つ
き

棟
高
く
五
色
の
旗
の
き
ら
め
き
て
孫
は
高
々
祝
餅
ま
く	

福
元　
　

忍

そ
そ
く
さ
と
蒔
き
し
秋
大
豆
の
蕾
み
ゆ
小
さ
き
紫
花
の
愛
し
き	

徳
田　

将
人

十
六
夜
の
月
に
お
在
す
か
お
母
さ
ん
呼
ん
で
み
ま
し
た
団
扇
片
手
に	

矢
野　

ム
ツ

母
の
日
に
遺
影
を
埋
め
る
花
の
束
昨
日
に
増
し
て
亡
妻
の
微
笑
み	

野
口　
　

嵐

仰
ぐ
目
に
十
六
夜
の
月
清
か
な
り
逝
き
た
る
人
の
面
影
に
た
つ	

澤
津
川
頼
子

遺
骨
さ
え
還
ら
ぬ
義
父
を
待
ち
侘
び
る
白
寿
の
義
母
を
そ
っ
と
見
守
る	

萩　
　

幸
子

仰
ぎ
見
る
皇
帝
ダ
リ
ア
の
紫
は
清
し
い
秋
の
空
に
溶
け
ゆ
く	

木
下
マ
キ
子

中
天
に
十
六
夜
の
月
輝
い
て
東
の
空
に
光
る
金
星	

大
原　
　

繁

季
く
れ
ば
ひ
っ
そ
り
と
咲
く
彼
岸
花
優
雅
に
立
ち
て
秋
陽
に
映
え
る	

水
上
カ
ズ
エ

Japqnese poem
 of 31 syllables *Haiku poem

 * Com
ic Haiku *2011.11

俳
句
（
は
つ
は
な
俳
句
会
）

故
里
の
月
を
移
し
て
ゆ
く
流
れ	

鮫
島　

容
子

た
ら
ち
ね
の
百
寿
と
な
り
し
九
月
か
な	

春
日　

ふ
く

京
菓
子
の
嫁
よ
り
届
く
秋
彼
岸	

飯
野
澄
美
子

敬
老
日
百
寿
の
母
の
髪
を
梳
く	

本
村　

湧
水

天
気
図
に
台
風
二
つ
旅
の
朝	

坂
元　

幸
子

葡
萄
食
べ
余
韻
が
喉
を
滑
り
ゆ
く	

川
畑　

充
子

爽
や
か
に
体
力
戻
る
日
を
待
て
り	

八
久
保
千
鶴
子

遠
景
に
霧
島
連
山
稲
穂
波	

坂
本　

順
子

母
が
り
は
荒
地
野
菊
の
風
の
中	

本
村
多
可
子

文芸コーナーでは市民の皆様のオリジナルの未発表の写真や絵画、イラスト等を紹介します。多く
の皆様の投稿をお待ちしています。

市
長
コ
ラ
ム

本
田
修
一

一
つ
拾
え
ば
一
つ
き
れ
い
に
な
る

　

詳
細
に
つ
い
て
は
後
日
、
市
報

で
ご
紹
介
す
る
予
定
で
す
が
、
今

年
か
ら
始
ま
っ
た
ジ
ャ
イ
カ
草
の

根
技
術
協
力
事
業
「
フ
ィ
ジ
ー
を

中
心
と
し
た
大
洋
州
に
お
け
る
志

布
志
市
ご
み
分
別
モ
デ
ル
の
推

進
」
の
一
環
で
、
本
市
の
ご
み
分

別
の
専
門
家
６
人
が
技
術
協
力
団

と
し
て
派
遣
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
、
10
月
25
日
、
そ
の
出
発
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
は
、
10
月
30
日
か
ら
11

月
8
日
の
期
間
で
フ
ィ
ジ
ー
国
を

訪
れ
、
視
察
と
説
明
会
を
重
ね
な

が
ら
、
分
別
し
て
埋
立
ご
み
を
減

ら
す
と
い
う
志
布
志
市
モ
デ
ル
を

紹
介
し
な
が
ら
、「
混
ぜ
れ
ば
ご
み

分
け
れ
ば
資
源
」、「
も
の
を
大
切

に
人
を
大
切
に
」
と
い
う
意
識
の

醸
成
と
指
導
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

深
刻
な
ご
み
問
題
を
抱
え
る

フ
ィ
ジ
ー
国
が
、
本
市
と
同
じ
よ

う
な
形
で
解
決
し
て
い
こ
う
と
い

う
も
の
で
、
本
市
の
ご
み
分
別
へ

の
取
り
組
み
が
日
本
の
モ
デ
ル
と

し
て
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
い
ず
れ
は
南
太
平
洋
全
域

に
、
さ
ら
に
開
発
途
上
国
に
も
志

布
志
市
モ
デ
ル
を
広
げ
て
い
く
第

一
歩
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
市
民
の
皆
様
の
全

面
的
な
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

「
め
ん
ど
う
く
さ
い
の
ス
ス
メ
」
の

も
と
に
進
め
ら
れ
た
ご
み
の
分
別

と
再
資
源
化
へ
の
取
り
組
み
が
多

大
な
成
果
と
な
り
、
今
回
の
よ
う

な
大
き
な
モ
デ
ル
事
業
と
な
り
ま

し
た
。
今
後
は
、
海
外
か
ら
今
ま

で
以
上
の
多
く
の
方
々
が
視
察
に

訪
れ
る
よ
う
に
で
し
ょ
う
。
そ
の

際
に
、
街
中
を
見
て
ポ
イ
捨
て
ご

み
の
な
い
、
見
本
と
な
る
景
観
を

作
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
皆
様
に
改
め
て
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

合
併
以
来
、市
で
は
「
お
じ
ゃ
っ

た
も
ん
せ
ク
リ
ー
ン
作
戦
」、「
マ

イ
ロ
ー
ド
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
を
展

開
し
て
き
ま
し
た
。
視
察
団
が
来

ら
れ
た
際
に
感
嘆
す
る
よ
う
な
街

づ
く
り
の
た
め
に
、
両
作
戦
へ
の

さ
ら
な
る
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

私
も
出
退
勤
の
途
中
や
暇
を
見

つ
け
て
は
、
市
内
各
地
で
妻
と
ご

み
拾
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
役
所
の
公
用
車
に
ご
み
袋
と
手

袋
を
用
意
し
、
市
内
出
張
中
の
職

員
が
ご
み
を
見
つ
け
た
ら
拾
う
取

り
組
み
を
展
開
中
で
す
。

　

11
月
は
不
法
投
棄
防
止
強
化
月

間
で
す
。
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
は
絶
対

に
し
な
い
、
見
つ
け
た
ら
拾
う
、「
一

つ
拾
え
ば
一
つ
き
れ
い
に
な
る
」
の

精
神
で
、
ポ
イ
捨
て
ご
み
の
な
い

町
を
目
指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

各
地
区
ふ
る
さ
と
づ
く
り
委
員
会
、
サ
ポ
ー

ト
職
員
、
共
生
協
働
推
進
委
員
会
委
員
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
等
連
絡
協
議
会
委
員
に
参
加
を
呼
び
か
け
、

10
月
７
日
に
県
内
で
も
共
生
・
協
働
の
地
域
づ

く
り
の
先
進
地
で
あ
る
姶
良
市
で
「
北
山
校
区

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
」
の
現
地
研
修
を

行
い
ま
し
た
。

　

北
山
校
区
は
、
平
成
20
年
に
8
つ
の
自
治
会

が
「
北
山
校
区
地
域
活
性
化
委
員
会
」
と
し
て

行
政
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
活
発
な

議
論
の
末
、
行
政
だ
け
に
頼
ら
ず
、
地
域
で
で

き
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
よ
う
と
、
積
極
的
に
地

産
食
材
を
利
用
し
た
食
堂
の
開
設
、
遊
歩
道
・

登
山
道
の
整
備
、
耕
作
放
棄
地
対
策
、
空
き
家

対
策
な
ど
、
共
生
・
協
働
の
社
会
を
目
指
し
た

取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
化
率
60
％
を
超
え
る
地
域
を
ど
の
よ
う

に
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
る
か
を
、
地
域
住
民
が
手

を
取
り
合
い
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
地
域
活
性

化
へ
結
び
つ
け
て
い
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

参
加
し
た
皆
さ
ん
は
熱
心
に
話
を
聞
い
て
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
廃
校
と
な
っ
た
学
校
施
設
の
利
活
用

や
北
山
伝
承
館
を
新
規
に
開
設
す
る
な
ど
、
地

域
資
源
を
最
大
限
利
用
し
て
、
県
外
か
ら
訪
れ

る
人
も
年
々
増
加
し
て
い
る
ほ
か
、
北
山
校
区

へ
の
移
住
希
望
者
や
Ｕ
タ
ー
ン
希
望
者
が
増
加

し
て
い
る
そ
う
で
、
志
布
志
市
に
と
っ
て
も
大

変
参
考
と
な
る
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
委
員
の
1
人
は
、「
地
域
の
資
源

を
有
効
活
用
し
、
住
民
総
出
の
取
り
組
み
に
感

激
し
ま
し
た
。
研
修
し
た
こ
と
を
今
後
、
我
々

の
活
動
の
参
考
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。」
と
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

みんなでつくる共生・協働・自立のまちづくり
「
北
山
校
区
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
」
の
現
地
研
修
を
行
い
ま
し
た

廃校となった学校施設利活用の説明の様子

俳
句
（
志
布
志
左
右
句
会
）

余
生
と
い
う
寂
し
き
秋
の
ふ
と
こ
ろ
手	

永
山　

又
生

虫
鳴
く
や
講
話
の
原
稿
出
来
上
が
る	

坪
田　

秀
邑

夏
雲
を
ベ
ッ
ド
の
上
で
追
い
に
け
り	

若
松
田
鶴
子

被
災
地
へ
真
実
一
路
秋
刀
魚
も
き
た	

暉
峻　

康
瑞

や
さ
し
さ
を
取
り
戻
す
宵
栗
ご
は
ん	

山
本
せ
つ
子

村
人
の
長
寿
を
肴
に
観
月
会	

吉
田　

十
二

高
千
穂
が
見
え
て
厄
日
の
盆
地
晴
れ	

東
平　

要
一

赤
と
ん
ぼ
む
れ
て
じ
ぐ
ざ
ぐ
縄
電
車	

肥
後　

洋
子

自
分
流
に
生
き
抜
く
ひ
と
夏
百
日
紅	

肱
岡
ち
か
子

空
に
月
庭
に
鈴
虫
肘
枕	

岩
根　

長
初

華
麗
に
生
き
命
み
じ
か
し
黒
揚
羽	

藤
後
む
つ
子

川
柳
（
志
布
志
川
柳
会
）

朝
ド
ラ
に
古
き
佳
き
日
の
日
本
知
り	

末
永　

一
雄

無
人
駅
ホ
ー
ム
で
猫
が
日
向
ぼ
こ	

鞍
掛　

五
雄

掃
除
後
待
っ
て
ま
し
た
と
孫
散
ら
す	

赤
池　

忠
重

食
べ
盛
り
も
う
か
な
わ
な
い
子
の
背
た
け	

高
田　

昭
秋

桜
島
政
治
不
満
か
噴
き
続
き	

福
山　

吉
連

節
電
に
慣
れ
ぬ
体
は
風
邪
を
ひ
き	

上
東
マ
キ
エ

お
互
い
に
体
気
づ
か
う
電
話
口	

江
藤　

房
子

要
人
の
警
護
体
を
張
り
護
る	

高
田　

秀
雄

筋
骨
の
裸
体
を
誇
る
ボ
デ
ィ
ー
ビ
ル	

坂
元　

俊
幸

薄
着
し
て
鍛
え
た
体
風
知
ら
ず	

内
山　

幸
夫
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ツリフネソウ

肥後会長の講話を熱心に聞き入っていました



郵便はがき

お手数ですが

50円切手を

お貼りください

志布志市役所総務課

秘書広報係　行

８９９ ７４９２- ●ご氏名

フリガナ

●年齢　　　歳　　●性別　男・女

●ペンネーム

※記入のない場合、実名で掲載いたします

●ご住所

●電話番号（　　　　）　　－

　安夫さん（81歳）　セツさん（79歳）　松山町尾野見
　安夫さん夫妻は結婚後 40 数年の間、タバコ作りをしながら生計を
立ててきました。
　今でこそ元気な安夫さんですが、65 歳の時に突然体調を悪くし、生

死をさまよう状態で入院したことがあったそうです。検査の結果、不整脈
だと分かり、ペースメーカーの埋め込み手術を勧められたものの、「まだ元

気だから機械はいらない」と拒否。入院中も時折危険な状態を繰り返しながら、
手術に踏み切れない状態でしたが、看護士長の「今夜も３度心臓が止まりまし
た。手術しなかったら明日は葬式ですよ！」という言葉にようやく決断。それか
ら 15 年が経ち、以前と変わらない元気な様子でトラクターに乗りながら、サツ
マイモや米、野菜作りに精を出しています。
　一方、婦人会会長を務めるなど、地域のために様々な活動をしてきたセツさん。
安夫さんの手術以来、たくさんの人達のおかげで元気になれたことに大変感謝
し、恩返しのために一層活動に力を入れるようになりました。平成 21 年まで松
山町社会福祉協議会のアドバイザーとしてボランティアや高齢者の見守り活動を
行い、退任後も地元の人に作った野菜を届けながら見守り活動を続けています。
　現在はご夫婦で週２回のグラウンドゴルフを楽しみながら、毎日を過ごしています。

　舜
しゅんや

也ちゃん（９歳）　
杏
あんな

奈ちゃん（５歳）　冬
とうま

真ちゃん（２歳）

（有明町野神）

父　謙一郎さん　　母　美保さん

　いつも三人仲良く遊んでいます。わ
んぱくボーズの長男！しっかりもの
の、長女。やんちゃ盛りの次男です。
　これからも三人仲良く笑顔で過ごし
て、身も心も大きく成長して行って欲
しいと思います。将来を楽しみにして
います。

　　　　　　　　　（両親より）

　愛
まなみ

珠ちゃん（１歳）

　（志布志町安楽）
父　友康さん　母　朋恵さん

　昨年の 11 月に志布志に引っ越してきて、毎
日楽しく過ごしています。
　４歳の裕康お兄ちゃんと、いつも一緒にい
て仲良しです。
　これからも、元気で笑顔が輝く愛珠ちゃん
でいてね。

( 両親より )

市
民
の
広
場

　

今
月
の
題
字
を
書
い
て
く
れ
た
淳
さ
ん

は
、
ク
ラ
ス
で
書
く
人
を
募
集
し
た
際
に

立
候
補
し
、
最
終
的
に
ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
選

ば
れ
ま
し
た
。

　

以
前
は
難
し
い
問
題
な
ど
、
何
で
も
す

ぐ
あ
き
ら
め
る
タ
イ
プ
だ
っ
た
と
の
こ

と
。
５
年
生
か
ら
の
担
任
、
竜
平
先
生
の

「
自
分
で
問
題
を
解
け
ば
覚
え
や
す
い
し
、

自
分
の
た
め
に
な
る
」
と
い
う
言
葉
を
聞

い
て
以
来
、
粘
り
強
く
頑
張
る
よ
う
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

実
は
字
を
書
く
の
が
得
意
で
は
な
い
そ

う
で
す
が
、「
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
」
と

何
回
も
練
習
し
て
題
字
を
書
く
姿
を
見

て
、
先
生
も
大
変
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

中学校ではサッカー部に入りたいという淳さん
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　お便りをくださった方の中
から抽選でひまわり券 5 枚
と㈱岡崎鶏卵から「玉子屋お
すすめの玉子かけごはんのタ
レ」・「きりしま山麓とれとれ
Ｅ卵２パック」のセットを５
人の方にプレゼントします。
（玉子が割れやすいため、引
換券をお送りいたします）

 ㈱岡崎鶏卵志布志店
　℡ 472-3845　　　　
　志布志町志布志 3228-7
　ＵＲＬ　http://ok-sibusi.jp/

今
月
の

「
題
字
」

　

野
神
小
学
校

　
　
　
　
　

６
年
生　

　

淳
あ
つ
し
さ
ん

玉子屋おすすめの
玉子かけごはんのタレ
　鹿児島の玉子に合わせて玉子屋さんが
作ったこだわりのタレ。
　玉子好きの方はぜひお試しください‼

㈱岡崎鶏卵の商品は、港湾通り（サンポー
トしぶしアピア内）、市内スーパー※で
好評販売中 !

※一部店舗を除く

霧島山麓
とれとれＥ卵

　細胞の健康維持を助ける栄養素、
ビタミンＥが普通卵の 10倍！
　栄養機能食品です。

　未
みゆう

優ちゃん（４歳）　
　妃

ひ な

那ちゃん（３歳）
（松山町尾野見）

母　綾乃さん
　妹大好き未優。妃那がおこられて泣いたりする
と、頭をヨシヨシしてなぐさめてくれる優しいお
姉ちゃん。
　お姉ちゃん大好きの妃那。何かあるとすぐに「お
姉ちゃーん」と甘える、甘えん坊さん。
　いつまでも姉妹仲良く大きくなってね。
　お母さんは２人が大好きだよ♡

　　　　　　　　　（お母さんより）

あなたも市報しぶしのタイトルを書いてみませんか？書いてみたい方は市役所総務課秘書広報係までお問い合わせください。

読者プレゼント

㈱岡崎鶏卵志布志店

　由
ゆ か

香　さん（東串良町）　　　　　	　32 歳

勤務先：ディスカウントドラッグコスモス　志布志店

趣味：絵文字・フェイクスイーツ制作、特撮鑑賞

理想の異性：趣味を理解してくれる人

休日の過ごし方：ショッピング、趣味

同僚から一言（長畠さん）
　まじめな仕事ぶりで、いつも笑顔を忘れない由香さん。今

年転勤してきましたが、職場の皆さんともすぐに打ち解けて

くれました。

　これからも今の笑顔を忘れずに、仕事を頑張ってください！



10
年
後
に
届
い
た
手
紙

　

あ
る
日
、
郵
便
物
に
見
覚
え
の
あ
る

字
の
封
筒
が
。
そ
れ
は
、「
10
年
後
に

届
く
手
紙
」
と
い
う
こ
と
で
、
娘
達
と

夫
に
あ
て
て
書
き
、
有
明
の
ま
つ
り
会

場
で
投
函
し
た
も
の
で
し
た
。

　

10
年
の
歳
月
を
思
い
、
ド
キ
ド
キ
し

な
が
ら
開
い
て
見
る
と
、
晴
耕
雨
読
の

日
々
、
趣
味
を
生
か
し
て
…
等
。

　

10
年
前
に
思
い
描
い
て
い
た
生
活
と

は
違
う
け
れ
ど
、
今
ま
だ
元
気
で
働
け
る

こ
と
に
感
謝
し
つ
つ
、
次
の
10
年
後
も
は

つ
ら
つ
と
し
た
老
後
を
送
っ
て
い
る
自

分
た
ち
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

企
画
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
感
謝

し
、
こ
の
手
紙
は
大
事
に
と
っ
て
お
き

た
い
…
。
そ
ん
な
気
持
ち
で
す
。

（
ふ
っ
の
も
っ　

61
歳
女
）

　
　
　

▼

　

旧
志
布
志
町
出
身
で
、
10
年
前
は
県

外
に
住
ん
で
い
た
の
で
こ
の
企
画
を
最

近
に
な
っ
て
知
り
ま
し
た
が
、
10
年
後
に

届
く
手
紙
、
と
て
も
夢
が
あ
り
ま
す
ね
。

　

今
年
の
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
で
は
、
身

近
な
人
、
大
切
な
人
へ
日
頃
言
え
な
い

気
持
ち
を
手
紙
で
伝
え
る
「
き
も
ち
こ

め
～
る
」
レ
タ
ー
セ
ッ
ト
を
販
売
・
受

付
致
し
ま
す
。

　

売
上
の
一
部
は
東
日
本
大
震
災
被
災

地
へ
の
義
援
金
と
な
り
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
も
ぜ
ひ
お
求
め
い
た
だ
き
、
今
度

は
「
今
」
伝
え
た
い
想
い
を
手
紙
に
し

た
た
め
て
く
だ
さ
い
。

「
志
」
エ
ッ
セ
イ
を
読
ん
で
…

　
「
志
」
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
の
岡

松
さ
ん
の
作
品
を
読
み
な
が
ら
、「
あ

り
が
と
う
」
の
一
言
が
も
た
ら
し
て
く

れ
る
幸
せ
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

　

子
ど
も
達
に
簡
単
に
言
え
る
「
あ
り

が
と
う
」の
言
葉
が
、主
人
に
は
ち
ょ
っ

ぴ
り
恥
ず
か
し
く
て
言
え
な
い
「
あ
り

が
と
う
」
で
す
。
そ
れ
で
も
勇
気
を
出

し
て
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
う
と
、
日

頃
の
行
動
で
は
信
じ
ら
れ
な
い
く
ら
い

手
伝
い
を
し
て
く
れ
ま
す
。

　

今
時
の
旦
那
様
な
ら
「
当
た
り
前
」

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
に
は
何

物
に
も
代
え
難
い
幸
せ
で
す
。
分
か
り

あ
え
て
い
る
間
柄
で
も「
あ
り
が
と
う
」

と
言
え
る
大
切
さ
、
し
み
じ
み
と
感
じ

て
い
ま
す
。

（
又
吉
く
ん　

47
歳
女
）

　
　
　

▼

　
「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
言
葉
は
、

ま
さ
に
「
暮
ら
し
の
潤
滑
油
」
で
す
ね
。

も
っ
た
い
ぶ
ら
ず
に
感
謝
の
気
持
ち
を

伝
え
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　

ど
う
し
て
も
言
え
な
い
方
は
、「
き

も
ち
こ
め
～
る
」
を
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。（
ク
ド
い
よ
う
で
す
が
…
）

市
民
の
広
場

↑点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも応募できます。）

お便り
お待ちしています
市報しぶしを読んだ感想や今後取り
上げて欲しい特集、志布志市に対す
るご意見等何でもお好きなことを書
いてください。（一部修正して掲載す
る場合もあります）
　月末までに頂いたお便りが、その月
のプレゼントの応募対象になります。
それ以降の分は次月の応募対象となり
ますので、ご了承ください。
…………………………………………
いただいた「お便り」は「市民
のこえ」コーナーに掲載いたし
ます。（お便りが多数の場合には
担当にて選考のうえ掲載します）
個別の回答はいたしませんので、
ご了承ください。

※	読者プレゼントは掲載にかかわらず頂いたお便りから抽選でプレゼントを行っています。多くのお便りをお待ちし
ています。その際、一言で結構ですのでご意見等をいただければ幸いです。（今月は13通のお便りをいただきました）

第
６
回

志
布
志
市
社
会
福
祉
大
会

■
日
時　

12
月
３
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～

■
会
場　

志
布
志
市
文
化
会
館

■
内
容　

●
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

●
表
彰
式

　

・
社
協
会
長
表
彰

　

・	

福
祉
作
文
・
絵
画
コ
ン
ク
ー

ル
表
彰

　

・
８
０
２
０
運
動
表
彰

　

・
福
祉
作
文
優
秀
作
品
朗
読

●
講
演

　

・
講
師　

和
田　

隆
昌　

氏

　
（
㈲
ブ
ロ
ー
ド
キ
ャ
ス
ト
代
表
）

　

・
演
題　

　
『	

大
地
震
に
お
け
る
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
重
要
性
』

※	

入
場
無
料
で
す
。
ど
な
た
で

も
参
加
・
聴
講
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

志
布
志
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

℡
４
７
２
―
１
８
０
０

交 通 事 故 防 止 は 貴 方 が 主 役 で す
　高齢者の交通安全　電動車いすの安全な利用方法
　電動車いすは、道路交通法上歩行者としての取り扱いを受けることになりますの
で、歩行者としての交通ルールを守りましょう。
●道路では歩道を通行しましょう。
　（歩道や路側帯のないところでは道路の右側を通行します）
●	近くに横断歩道や信号機のある交差点では、その横断歩道や信号機に従って横断
しましょう。
●	信号機のない場所では、横断歩道を横断歩
道がない場合は場合は見通しの良い場所を
横断しましょう。
●	一時停止標識のある場所では、必ず一時停
止をして、安全を確かめましょ　う。
●	踏切では、必ず一時停止をして、左右をよ
く確認しましょう。
●	下り坂では、クラッチを切って運転をしな
いようにしましょう。

交通事故状況　平成 23年 9月末現在

区　分 発生件数 死　者 傷　者
県　下 7394【-278】 51【-9】 9017【-315】

志布志市 143【+8】 4【＋ 4】 181【+6】

志布志地区 81 0 104

有明地区 52 4 66

松山地区 10 0 11

　　※【　】は昨年比　

志布志市長賞　
標語の部 半 田 裕 香 松山中 １年
書道の部 朝 稲 美 香 安楽小 ６年
硬筆の部 中 村 彩 乃 松山小 ２年
志布志市議会議長賞
標語の部 堀 添 宇 宙 有明中 ３年
書道の部 岩 根 茉 由 志布志小 ６年
硬筆の部 徳 重 勇 人 香月小 ２年
大隅税務署長賞
標語の部 坂 元 瑠 花 志布志中 １年
書道の部 勝目ひより 通山小 ６年
硬筆の部 川 野 華 歩 山重小 １年
大隅地域振興局長賞
標語の部 高 吉 千 春 松山中 ３年
書道の部 内 田 航 太 通山小 ５年
硬筆の部 柳 原 奏 笑 安楽小 ２年

志布志市副市長賞
標語の部 柿 本 康 大 志布志中 ２年
書道の部 柳 生 莉 佳 志布志小 ５年
硬筆の部 仲武向日葵 安楽小 １年
志布志市教育長賞
標語の部 藤元翔太朗 有明中 ３年
書道の部 山下日奈湖 泰野小 ４年
硬筆の部 神 村 悠 斗 通山小 ２年
志布志市税務課長賞

標語の部 小 村 祥 多 志布志中 ３年
下曽小川瑞希 松山中 １年

書道の部 新 谷 拳 希 香月小 ５年
砂 田 澪 佳 伊﨑田小 ３年

硬筆の部 仮 重 美 憂 蓬原小 １年
川畑太一朗 有明小 １年

　平成 23 年度「税を考える週間」（11 月 11 日～ 11 月 17 日）に合わせて、硬筆・書道・
標語の作品を募集したところ、硬筆 542 点、書道 951 点、標語 446 点の計 1,939 点の
作品の応募をいただきました。
　審査を行った結果、下記のとおり入賞者が決定いたしましたので紹介します。

志布志市長賞の作品

入選作品
部
門 氏　名 学		校		名 学年

標
語
の
部

和 田 夏 音 松山中 １年
堀 裕 成 松山中 ３年
安 﨑 優 花 有明中 ２年
田 畑 仁 士 有明中 ３年
山 上 美 樹 志布志中 ２年

書
道
の
部

北 村 綾 乃 山重小 ６年
鶴 田 真 也 原田小 ６年
髙 瀬 大 雅 安楽小 ５年
福別府太地 尾野見小 ４年
図師ちなつ 志布志小 ４年
岡 松 琴 音 有明小 ４年
石 山 友 樹 志布志小 ３年

硬
筆
の
部

梶 原 綾 乃 志布志小 ２年
平田幸陽子 香月小 ２年
寳 地 桃 香 松山小 ２年
西 之 原 翠 伊﨑田小 ２年
抜迫愛未琉 山重小 １年
竹 之 下 雅 通山小 １年
吉 松 初 香月小 １年

税
金
は

　

社
会
を
支
え
る

「
会
費
」
で
す

松
山
中
学
校	

１
年	

半
田　

裕
香

※今回の入賞作品は下記の日程で展示を行い
　ます。
●市役所本庁　　　　　11月９日（水）～14日（月）
●市役所松山支所　　　11月15日（火）～18日（金）
●市役所志布志支所　　11月21日（月）～25日（金）
●サンポートしぶしアピア
　　　　　　　　　11月26日（土）～12月４日（日）

『税を
考える週間』
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市
民
の
広
場

ね
ん
き
ん
定
期
便
の
確
認
に
つ
い
て

◆
定
期
便
の
通
知
内
容

　
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
が
日
本
年
金
機
構
か

ら
誕
生
月
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
の
通
知
内
容
は
、

①
年
金
加
入
期
間
（
加
入
月
数
、
納
付
済
月
数

等
）、
②
50
歳
未
満
の
方
に
は
加
入
実
績
に
応

じ
た
年
金
見
込
額
、
50
歳
以
上
の
方
に
は
「
ね

ん
き
ん
定
期
便
」
作
成
時
点
の
加
入
制
度
に
引

き
続
き
加
入
し
た
場
合
の
将
来
の
年
金
見
込
額

（
年
金
受
給
中
の
方
に
は
年
金
見
込
額
は
通
知

さ
れ
ま
せ
ん
）、
③
保
険
料
の
納
付
額
（
加
入

者
負
担
分
累
計
）、
④
年
金
加
入
履
歴
（
加
入

制
度
、
事
業
所
名
、
加
入
者
資
格
取
得
・
喪
失

年
月
日
等
）、
⑤
厚
生
年
金
の
す
べ
て
の
期
間

の
月
毎
の
標
準
報
酬
月
額
、
賞
与
額
、
保
険
料

納
付
額
、
⑥
国
民
年
金
の
す
べ
て
の
期
間
の
月

毎
の
保
険
料
納
付
状
況
（
納
付
、
未
納
、
免
除

等
の
別
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
カ
ラ
期
間
に
つ
い
て

　
「
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
の
に
加
入
期
間

が
数
年
足
り
な
か
っ
た
」
と
い
う
話
を
耳
に
さ

れ
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
う
い
う

場
合
に
「
カ
ラ
期
間
」
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に

は
、
25
年
以
上
、
公
的
年
金
制
度
の
保
険
料
を

納
め
る
か
、
国
民
年
金
の
保
険
料
を
免
除
さ
れ

て
い
る
か
が
必
要
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
25
年

に
は
カ
ラ
期
間
も
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
た
め
、「
カ
ラ
期
間
」
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

　

カ
ラ
期
間
は
、
25
年
の
資
格
期
間
に
算
入
さ

れ
ま
す
が
、年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
な
い
「
実
」

の
な
い
期
間
の
た
め
、
通
称
「
カ
ラ
期
間
」
と

呼
ば
れ
ま
す
。

　

こ
の
カ
ラ
期
間
の
主
な
も
の
は
、
原
則
、
昭

和
36
年
４
月
以
後
の
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
期

間
で
、
国
民
年
金
に
任
意
加
入
で
き
た
の
に
任

意
加
入
し
な
か
っ
た
次
の
人
の
期
間
な
ど
と

な
っ
て
い
ま
す
。

① 

昭
和
61
年
３
月
ま
で
の
厚
生
年
金
な
ど
の
加

入
者
の
被
扶
養
配
偶
者

② 

平
成
３
年
３
月
ま
で
の
学
生

③ 

海
外
在
住
の
日
本
人
。
ま
た
、
昭
和
61
年
３

月
ま
で
に
厚
生
年
金
な
ど
か
ら
脱
退
手
当
を

受
け
た
期
間
も
カ
ラ
期
間
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

◆
本
人
の
申
出
が
必
要
で
す

　

25
年
の
老
齢
基
礎
年
金
の
資
格
期
間
を
満

た
せ
な
い
方
で
、
カ
ラ
期
間
と
な
る
可
能
性

の
あ
る
期
間
を
も
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
方

は
、
市
役
所
年
金
係
又
は
鹿
屋
年
金
事
務
所

（
℡
０
９
９
４
―
４
２
―
５
１
２
１
）
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

年
金
情
報

■Pension information

市
役
所　
　

  

４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
１
１
６
）

志
布
志
支
所  

４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
２
２
３
）

松
山
支
所　

  

４
８
７
ー
２
１
１
１
（
内
２
２
６
）
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こ
ち
ら
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

版
で
は
ご
覧
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

＋
プラス

  10％
プレミアム付きひまわり商品券

好評発売中！　
※	限定販売のため売切れ次第販売を終了しますのでご購入はお早めに！

商品券の概要
■名 称　　「ひまわり商品券 2011」
■目　　的　　	プレミアム付の商品券を発行・販売し、市内の消

費拡大を図る。
■内　　容　　	10％プレミアム商品券を 2億円分発行します。
■購入資格　　	商品券の購入時点で、志布志市に住民登録のある

市民。
■購入限度額　	5万円／1人（5万円購入で5万5千円分の商品券）
■使用期限　　平成 24 年 1月 31 日（火）まで使用できます。

■販売場所　●	志布志市役所　本庁港湾商工課
　　　　　　●	志布志支所　　地域振興課
　　　　　　●	松山支所　　　地域振興課
　※市役所での販売は、平日のみ 9:00 から 16:00 までです。
■購入に必要なもの　身分を証明できるもの（免許証、保険証等）
　※印鑑は必要ありません。
■使えるお店　商工会の会員で登録してある小売店になります。
■問い合わせ先　
　志布志市役所港湾商工課　℡ 474-1111（内線 285）

■分譲要件
　１自らの事務所・店舗・住宅等を建築しようとするもの
　２申し込みは原則として一人一区画
　３その他の契約条件を確実に履行できるもの
　 詳細につきましては、お問い合わせください。
■分譲地概要
　●販売区画数　５区画
　●所在地　志布志町志布志二丁目 2431 番
　●地目　鉄道用地　　　●用途地域　第二種住居地域
　●指定建ペイ率　60％　●指定容積率　200％
　●設備　上水道有り ( 要メーター負担金 )
　●道路　市道幅員６ｍ ( 一部４ｍ )
　●面積　区画図のとおり　　
　●備考　香月小まで 0.9km、  市役所志布志支所まで 0.8km
	問い合わせ先　志布志市土地開発公社		( 売主 )
　志布志市有明町野井倉 1756 番地
　志布志市役所	別館 2F
　℡	099-474-2452

①79坪
600万

②79坪

584万
③79坪

584万

⑦

④ ⑤84坪

638万

⑥84坪

638万

市道幅員６ｍ

④ ⑤84坪

638万

⑥84坪

638万

やまだや

入居済

駅上地区  好評分譲中‼
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

●募集期間　随時受付中
●坪当価格　74,000 円	～
●分譲価格　図面参照

検　索志布志市土地開発公社

市の人口　９月 30 日現在
人　口	 33,967 人	 	 （９）
男　性	 16,064 人	 	 （14）
女　性	 17,903 人	 	 （▲５）
転　入	 92 人	 　転　出	 　78 人
出　生	 26 人	 　死　亡	 　31 人
世帯数	 15,763 戸	 	 （12）

志布志港　平成 23 年８月分

　①入港隻数　49 隻（日本 0、外国 49）
　②輸出	 35 億 44 百万円
　③輸入	 116 億 42 百万円

資料　鹿児島税関支署
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　　今月の納税	 納期限　11 月 30 日（水）　口座振替日　11 月 25 日（金）
	 口座振替をされる方は、口座振替日の前日までに残高確認をお願いします。

	 固定資産税（４期）		 国民健康保険税（７期）
	 介護保険料（７期）		 後期高齢者医療保険料（７期）

ストップ滞納

平成23年度 滞納処分等実施状況について
■問い合わせ先　税務課滞納整理係　℡ 474-1111（内線 152,153）　　

■差押を実施した人数　113 人
　　　（平成 23 年４月～ 10 月末現在）

固 定 資 産 税 と は ･ ･ ･
　固定資産税は、毎年 1月 1日（「賦課期日」といいます。）に土地、家屋、償却資産（これらを総称して「固
定資産」といいます。）を所有している人が、その固定資産の価格をもとに算定される税額をその固定資
産の所在する市町村に納める税金です。本市では市税収入の約 50％以上を占める税金で、基幹税目とし
て重要な役割を果たしています。
●納税義務者について
・	毎年 1月 1日（『賦課期日』といいます。）現在で、志布志市内に固定資産を所有している人が納税義務者とな
ります。	
・年の途中で所有権が移転しても、その年度の納税義務者の変更はありません。

土　　地 土地登記簿又は土地補充課税台帳に所有者として登記又は登録されている人
家　　屋 建物登記簿又は家屋補充課税台帳に所有者として登記又は登録されている人
償却資産 償却資産課税台帳に所有者として登録されている人

　※	ただし、所有者として登記（登録）されている人が賦課期日前に死亡している場合には、賦課期日現在で、
その土地、家屋を現に所有されている人（配偶者や子など）が納税義務者となります。

●固定資産税の税率について
・固定資産を評価して価格を決定し、その価格をもとに「課税標準額」を決定します。
　　土地と家屋の評価額は３年に一度、評価替えが行なわれます
・『税額』＝「課税標準額」×税率　となります。
　　志布志市の税率は１．４％（地方税法第３５０条に規定されている標準税率）です。
・住宅用地（宅地）に対する特例措置（併用住宅やアパート等は要件が異なります。）
　　①小規模住宅用地　専用住宅１戸あたり 200㎡まで　【課税標準額＝価格× 1/6】
　　②一般住宅用地　　小規模住宅用地分を除いた専用住宅の床面積の 10倍まで　【課税標準額＝価格× 1/3】
・新築住宅に対する減額措置
　　①適用対象要件　専用住宅や併用住宅（居住部分の割合が 1/2 以上）
　　②床面積要件　　床面積が 50㎡以上 280㎡以下の住宅（併用住宅やアパート等は要件が異なります。）
　　③減額範囲及び金額　住居部分に相当する床面積 120㎡まで税額 1/2
　　④減額される期間

ア　一般の住宅（イ以外の住宅） 新築後３年度分（長期優良住宅は５年度分※）
イ　３階建以上の中高層耐火住宅等 新築後５年度分（長期優良住宅は７年度分※）

　　※減額の要件として市役所に申告書の提出が必要となります。
●固定資産税の免税点について
　固定資産を所有していても、同一人が所有する志布志市内の土地、家屋、償却資産それぞれの課税標準額が、
次の金額に満たない場合は、固定資産税は課税されません。

資産の種類 土　地 家　屋 償却資産
免　税　点 30 万円 20 万円 150 万円

●納期について
　納期は、年４期（志布志市の納期は、５月、７月、９月、11月）となっています。

　差押の内容　
・給　与　	 25 人	 ・預貯金　	 54 人
・不動産　	 28 人	 ・動　産　	 1 人
・債　権　	 5 人	
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平成 24 年度は固定資産税の評価替えの年です
土地の評価方法が一部変わります！

　前回（平成 21 年度）の評価替えでは、土地の評価方
法に路線価方式（市街地宅地評価法）を採用している地
区を中心に、合併前の旧町間で異なっていた土地の評価
方法の統一を行いました。今回は、路線価方式以外の地
域（その他の宅地評価法を採用している地域）について
評価方法の統一、評価基準の一元化を実施します。

　固定資産税の評価替えとは、土地と家屋について、３年ごとに評価額を見直す制度です。本来であれば毎年度評価替え
を行い、その結果をもとに課税を行うことが理想といえますが、膨大な量の土地、家屋について毎年度評価を見直すこと
は、実務的には事実上不可能であることや、課税事務の簡素化を図り徴税コストを最小に抑える必要もあるため、土地と
家屋については原則として３年間評価額を据え置く制度、言いかえれば、３年毎に評価額を見直す制度がとられています。

　地目認定及び評価方法に関し、統一した市の基準に基づいて評価を実施します。
主な見直し点について
●宅地
　店舗と一体となっている駐車場については、宅地として評価します。
　例）	右の図のように、土地①は雑種地で評価されていましたが、評価の見直しにより、

店舗のある土地②と一画地として宅地課税されます。土地③については、道路で
分断されているため、雑種地評価となります。

　住宅が建っている土地についても、一体利用されている複数の土地を一画地として評
価を行います。
　宅地とは、「建物の敷地及びその維持もしくは効用を果たすために必要な土地」をいいます。現に建物がない土地であっ
ても、土地全体の状況や使用実態等から見て客観的に建物の敷地の用に供されるものであることが明らかな場合（分譲宅
地など）や、敷地内の小規模な家庭菜園や庭園等は宅地として評価されます。

●雑種地
　固定資産の評価上の地目では、田・畑・宅地・鉱泉地・池沼・山林・牧場・原野のい
ずれにも該当しない土地を雑種地としています。
　雑種地については、私道のような土地から、鉄塔敷、資材置場、限りなく宅地に近い
駐車場まで、利用形態が様々であることから、現況調査により利用現況を確認したうえ
で、付近の土地（宅地等）の価格に造成費相当分を考慮した割合を乗じて、宅地に比準
した評価を行います。

　一部の地域では、宅地比準の雑種地について低水準の単価で計算されている土地がありました。今回の評価替えにより、
税額が上昇する場合があります。

　宅地等介在農地とは、農地法の規定により、宅地等への転用許可を受けた農地のことをいいます。農地法の許可を受け
てから、造成が始まるまでの間を宅地等介在農地として評価します。転用許可後の農地は外見上農地としての形態をとど
めていても、実質的には宅地等としての潜在的価値を有していることから、付近の宅地と均衡を図る必要があるために、
宅地等介在農地として評価します。転用目的を確認のうえ宅地に準じた評価となるため、価格水準が大きく見直される場
合があります。
　今回評価方法の統一を行うことにより一部の方では、税額が上昇する場合があります。みなさまのご理解とご協力をお
願いします。

◆問い合わせ先　本庁税務課固定資産税係　℡ 474-1111　（内線 154・155・156）

駐車場ー２
土地③
雑種地

駐車場ー 1
土地①

雑種地→宅地へ

土地②

宅地

店
舗

道

　路

評価替えについて

評価方法の統一及び評価基準の一元化について

宅地等介在農地の評価について

市街化宅地評価法
（路線価方式）

状況の類似する地区ごとに標準宅地を選定し、
標準宅地の価格を基に街路ごとに路線価を付
設し、宅地の評価をします。

その他の宅地評価法
（標準宅地比準方式）

状況の類似する地区ごとに標準宅地を選定し、
標準宅地の価格に比準した宅地の評価をしま
す。

付近の宅地等価格	×	評価割合（10％（私道等）～ 70％（駐車場等））
＝	宅地比準雑種地の評価額

駐車場など
宅地に近い
雑種地（70％）

私道（10％）

 

 

最大宅地の７割

高い単価

安い単価
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Ｉ
ｎ
ｆ
ｏ
ｒ
ｍ

ａ
ｔ
ｉｏ

ｎ
～
相
談
～

県
共
催
不
動
産
無
料
相
談
会

　

㈳
鹿
児
島
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

で
は
、
毎
年
、
不
動
産
に
関
す
る
無
料

相
談
会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
当
日
は

税
理
士
、
司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査

士
の
専
門
相
談
員
な
ど
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

11
月
29
日
（
火
）
10
時
～
15
時

■
場
所　

鹿
屋
市
役
所
6
階

　

℡
０
９
９
４
―
４
３
―
２
１
１
１

■
相
談
内
容　

　

・
宅
地
や
建
物
の
取
引
に
関
す
る
こ
と

　

・
税
金
に
関
す
る
こ
と

　

・
相
続
、
贈
与
に
関
す
る
こ
と　

　

・
登
記
に
関
す
る
こ
と

　

相
談
無
料
、秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

●
㈳
鹿
児
島
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

　

大
隅
支
部

　

℡
０
９
９
４
―
４
３
―
０
４
３
６

県
レ
ッ
ド
リ
ボ
ン
月
間
に
つ
い
て

　

県
で
は
、
12
月
１
日
の
『
世
界
エ
イ

ズ
デ
ー
』
を
中
心
と
し
た
１
か
月
間

（
11
月
16
日
～
12
月
15
日
）
を
「
鹿
児

島
レ
ッ
ド
リ
ボ
ン
月
間
」
と
定
め
て
い

ま
す
。
エ
イ
ズ
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
関
す
る
正

し
い
知
識
等
の
普
及
と
受
検
し
や
す
い

環
境
の
整
備
を
図
る
た
め
、
保
健
所
で

は
エ
イ
ズ
相
談
・
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

■
日
時

　

① 
11
月
30
日
（
水
）
17
時
～
20
時

　

② 

12
月
３
日
（
土
）
10
時
～
15
時

■
場
所　

志
布
志
保
健
所

■
内
容　

 

エ
イ
ズ
・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
関
す
る

相
談
及
び
Ｈ
Ｉ
Ｖ
即
日
検
査

※ 

匿
名
で
受
検
で
き
、
原
則
無
料
。
受

付
か
ら
結
果
判
明
ま
で
約
１
時
間
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

●
志
布
志
保
健
所
保
健
係

　

℡
４
７
２
―
１
０
２
１

～
福
祉
～

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

あ
な
た
の
勇
気
が
子
ど
も
を
救
い
ま
す

　

虐
待
に
気
づ
い
た
り
、
虐
待
が
疑
わ

れ
る
場
合
は
、
身
近
な
相
談
窓
口
に
連

絡
・
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
虐
待
か
ど

う
か
疑
わ
し
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
ま

ず
は
連
絡
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ひ
と
り
で
、ま
た
一
つ
の
機
関
で
は
、

子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
た

め
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
関
係
機
関

児
童
相
談
所
・
福
祉
事
務
所
・
市
町
村
・

保
健
所
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
・
児

童
委
員
・
保
育
所
・
幼
稚
園
・
医
療
機
関
・

学
校
・
警
察
・
児
童
福
祉
施
設
・
民
間

の
相
談
機
関
・
地
域
の
住
民　

等

■
連
絡
先

●
本
庁
福
祉
課
児
童
福
祉
係

　

℡
４
７
４
―
１
１
１
１
（
内
線
１
７
６
）

●
志
布
志
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
４
７
２
―
８
９
９
３

●
松
山
支
所
市
民
課
福
祉
係

　

℡
４
８
７
―
２
１
１
１
（
内
線
２
７
１
）

●
志
布
志
支
所
福
祉
課
福
祉
係

　

℡
４
７
２
―
１
１
１
１
（
内
線
２
０
１
）

～
そ
の
他
～

山
川
・
根
占
フ
ェ
リ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

山
川
・
根
占
航
路
に
「
フ
ェ
リ
ー
な

ん
き
ゅ
う
」
が
就
航
し
て
い
ま
す
。
割

引
な
ど
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
あ
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

①
往
復
運
賃
割
引
制
度

　

平
日
の
往
復
利
用
に
対
し
、
車
は

１
０
０
０
円
、
バ
イ
ク
は
６
０
０
円
を

割
引
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

●
な
ん
き
ゅ
う
フ
ェ
リ
ー　

山
川
営
業
所

　

℡
０
９
９
３
―
2
４
―
０
０
１
２

●
根
占
営
業
所

　

℡
０
９
９
４
―
２
４
―
２
５
３
１

②
土
日
祝
日
の
車
両
運
賃
割
引

　

土
日
祝
日
の
利
用
に
対
し
、
車
は

５
０
０
円
、
バ
イ
ク
は
３
０
０
円
を
割

引
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

●
な
ん
き
ゅ
う
フ
ェ
リ
ー　

山
川
営
業
所

　

℡
０
９
９
３
―
2
４
―
０
０
１
２

■
佐
多
岬
周
遊
タ
ク
シ
ー
料
金
割
引

　

根
占
港
か
ら
の
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成

乗
船
証
明
書
を
お
持
ち
で
、
根
占
港
か

ら
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
て
佐
多
岬
周
遊

へ
お
出
か
け
の
方
は
、
３
時
間
以
内
の

タ
ク
シ
ー
の
利
用
料
金
が
お
安
く
な
り

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

●
み
さ
き
タ
ク
シ
ー

　

℡
０
９
９
４
―
２
２
―
０
９
０
０

12
月
4
日
か
ら
10
日
ま
で
は

「
人
権
週
間
」
で
す

　

人
権
週
間
で
は
、
全
国
各
地
で
人
権

に
関
す
る
各
種
の
啓
発
活
動
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

　

私
た
ち
の
社
会
に
は
、
同
和
問
題
を

は
じ
め
、
虐
待
な
ど
の
人
権
問
題
が
依

然
と
し
て
存
在
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
人
権
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、

県
民
一
人
ひ
と
り
が
お
互
い
の
人
権
を

尊
重
し
、
偏
見
や
差
別
の
な
い
社
会
の

実
現
に
向
け
て
努
力
を
重
ね
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

こ
れ
を
機
会
に
、
皆
さ
ん
も
身
近
な

こ
と
か
ら
人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

■
問
い
合
わ
せ
先

●
県
庁
人
権
同
和
対
策
課

　

℡
０
９
９
―
２
８
６
―
２
５
７
４
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市 営 住 宅 空 き 家 情 報 （ 松 山 地 区 ）
　市では、市営住宅の入居者募集を随時行っています。
●大田尾段団地 275 号　４DK　特賃住宅　平屋　家賃 37,000 円（所得制限あり）
●松山団地 280 号　　　４DK　特賃住宅　平屋　家賃 37,000 円（所得制限あり）
■問い合わせ・申込先　
●市役所建設課管理係　℡ 474-1111（内線 467）　●松山支所建設課管理係　℡ 487-2111（内線 253）

広告

広告広告広告広告

こころの健康づくり講演会
特別講演　

「『生きたい』と『死にたい』のあいだで」
■講　師　藤澤　克己　氏
　　　　　（自殺対策に取り組む僧侶の会代表）
■日　時　11月 27 日（日）
　　　　　10：00 ～ 12：20（受付 9：30 ～）
■場　所　大崎町中央公民館　
　　　　　曽於郡大崎町仮宿 1029
■参加費　無料
　当日は無料健康相談を実施します。（要予約）
■	問い合わせ先
　●志布志保健所　
　　℡ 099-472-1021（担当マトバ）
　●曽於地域産業保健センター　
　　℡ 099-482-0234（担当ヤマモト）

「にっぽん縦断こころ旅」
お手紙募集のお知らせ

　ＮＨＫ－ＢＳプレミアムでは、日本人の"こころ ”
に迫る「にっぽん縦断　こころ旅（秋編）」を放送
しています。12 月放送予定の鹿児島編について、
現在お手紙を募集します。
　心に残る忘れられない風景や景色を、エピソー
ドを添えてご紹介ください。寄せられたお便りを
元に、旅人「火野正平」が心の風景を訪ねます。
■放送日時　
　（月～金）7:45 ～ 7:55　（火～金）19:00 ～ 19:30
■応募方法　	〒 150-8001　ＮＨＫ「こころ旅」係

または FAX、ホームページで応募可
■お手紙募集締め切り　11月 25 日（金）必着
　応募内容等、詳細についてはお問い合わせくだ
さい。
■問い合わせ先　NHKふれあいセンター
　℡ 0570-066-066 または℡ 050-3786-5000
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志布志市青年団「青年サンタ」

　青年団では、今年も志布志市のクリスマスを盛り上げよ
うと考えています。サンタさんにプレゼントを持ってきて
ほしいご家庭は下記までお問い合わせください。
■期　　日　12 月 24 日（土）
■訪問時間　19：00 ～ 21：00
■対象家庭　	３歳から小学６年生までのお子さんのいる家

庭（志布志市内在住、限定 10 家庭）
■応募期間　11 月 14 日（月）～ 12 月 15 日（木）
■応募方法　	本庁及び支所に置いてある専用の応募用紙を

志布志市教育委員会へ提出
■その他　　	参加は無料ですが、プレゼントは各家庭で準

備をお願いします。
	問い合わせ先　市教育委員会生涯学習課社会教育係
　℡ 472-1111（内線 336）

平成 23年度自衛官募集

■募集種目　高等工科学校（推薦・一般）
■受験資格　中卒（見込含）17 歳未満の者
■受付期間　
　　　　　①推薦　11 月 1日～ 12 月 16 日
　　　　　②一般　11 月 1日～ 24 年 1月 6日
■試験期日　①	平成 24 年１月７日（土）～９日（月）ま

での間の指定する１日	
　　　　　　②１次 24 年 1月 14 日
■給与等　	採用時の給与は、採用予定者の学歴・経歴に

より異なります。その他、期末勤勉手当が年 2
回支給されるほか、職種や職域などに応じて特
殊勤務手当、調整手当等が支給されます。

■衣食住　	制服等は支給又は貸与され、食事代、宿舎費は
無料、寝具なども貸与されます。

■休暇　　	年次休暇が年間 24 日のほか、夏季及び年末年
始休暇等があり、完全週休 2日制が実施され
ています。

	問い合わせ先
　自衛隊鹿児島地方協力本部大隅地域事務所　℡ 099-482-1405
　募集コールセンター（受付時間 12:00~20:00）　℡ 0120-063792
　市役所総務課消防防災係　℡ 099-474-1111（内線 215）
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募集・イベント

交 通 事 故 無 料 定 期 相 談 会
■日時　11 月 23 日（水）、12 月８日（水）
　　　　10:00 ～ 16:00
■場所　サンポートしぶしアピア1階　特設コーナー
　被害者の被った被害額について、提示された保険
金や過失割合は妥当なのか？など、不安や疑問をお
持ちの方に専門のスタッフがお答えします。
　保険会社とご示談される前に、ぜひ、ご相談くだ
さい。
【ご相談は全て無料、秘密は厳守いたします！】
■	問い合わせ先　
　NPO法人交通事故被害者救済推進協会
　℡０９９４－６５－６４０５

保健師・管理栄養士・看護師募集‼

　市の実施する健診や教室等の協力をしてくださる方を探
しています。
■業務内容　健診時の問診・計測等　教室等の手伝い等
■期　　間　不定期
■謝　　金　報償費
　協力できる方、詳しい事をお聞きになりたい方は下記連
絡先までお問い合わせください。
	問い合わせ先
　保健課保健対策係　栫　　　　℡ 474-1111（内線 164）

魚屋さんの料理教室に参加しませんか？

　コツさえつかめば、どんな魚でもお手の物！魚屋さんが
教えてくれる地元旬魚のさばき方や魚料理のコツを楽しく
学んでみませんか？
■開催予定日時　12 月 18 日（日）10：00 ～ 13：00
■対象者　	市内在住の方
■定　員　15 名	（申込多数の場合は、抽選）
■参加費　５００円（材料代等）
■場　所　志布志地区公民館
■申込期限　11 月 30 日（水）
　※	申込みについては電話でお願いします。　
申込・問い合わせ先　
　耕地林務水産課林務水産係　　℡ 474-1111（内線 423）

第 10回Ｂ＆Ｇ会長杯志布志市バドミントン大会

■日　　時　12 月 11 日（日）
■場　　所　有明総合体育館
■参	加	料　一般 1,000 円、学生７００円（昼食代込）
	 　　※大会当日に徴収します。
　昼食は豚汁を準備します。各自おにぎりを持参してくだ
さい。
■申込方法　市内各教育委員会事務所（生涯学習課、有明・
松山教育分室）に置いてある申込用紙に必要事項を記入の
うえ、参加料とともに各教育委員会事務所に提出してくだ
さい。
■申込締切　11 月 30 日（水）
申込・	問い合わせ先　市教育委員会
　生涯学習課生涯スポーツ係　　℡ 472-1111（内線 332）

広告

■松山地区　
11 月	 	 大迫建設	 ℡ 487-2058
12 月	 	 加世田建設	 ℡ 487-2057
■志布志地区
11月 ８日～11月 14日	 崎田建設	 ℡ 473-0050
11月 15 日～11月 21日	 志布志水道	 ℡ 472-3540
11月 22 日～11月 28日	 山本組	 ℡ 472-1101
11月 29 日～12月 5 日	 宮崎水道	 ℡ 472-1081
12月 ６日～12月 12日	 高吉組	 ℡ 472-0721
12月 13 日～12月 19日	 崎田建設	 ℡ 473-0050
■有明地区
11月 ６日～11月 12日	 郡山工業	 ℡ 475-0008
11月 13 日～11月 19日	 西江建設	 ℡ 474-2113
11月 20 日～11月 26日	 山中水道	 ℡ 474-1440
11月 27 日～12月３日	 有徳設備	 ℡ 475-1596
12月 4 日～12月 10日	 池崎建設	 ℡ 475-2068
12月 11 日～12月 17日	 郡山工業	 ℡ 475-0008
12月 18 日～12月 24日	 西江建設	 ℡ 474-2113
■水道課からのお願いです
　水道の漏水が発生すると水道の供給ができなくなるこ
とがあり、市民生活に多大な影響を及ぼします。
　市民の皆様への影響を最小限にするために、通勤や日
常生活において、晴天なのに路面が濡れているなどあり
ましたら情報提供のご協力をお願いします。
■問い合わせ先　水道課　℡472-1111（内線261）

水道修繕当番店

広告

11月

 12月

13日  えびはら皮膚科（皮膚科） ℡478-0370
  びろうの樹脳神経外科（脳神経外科・内科） ℡477-1212
20日  手塚クリニック（内科、外科） ℡472-5565
  山下クリニック（内科、外科） ℡487-9001
23日　松下医院（内科、外科） ℡472-1124
  山口内科（内　科） ℡473-1188
27日　大山病院（内　科） ℡472-1400
  陽春堂内科診療所（内　科） ℡472-5511

４日  藤後クリニック（内　科） ℡472-1237
  石神診療所（内科、皮膚科） ℡474-0107
11日  えびはら皮膚科（皮膚科） ℡478-0370
  びろうの樹脳神経外科（脳神経外科・内科） ℡477-1212
18日  井  手  小  児  科（小  児  科） ℡473-3211
  手塚クリニック（内科、外科） ℡472-5565
23日  みやじクリニック（内科、放、呼、胃） ℡471-5000
  陽春堂内科診療所（内　科） ℡472-5511
25日　びろうの樹脳神経外科（脳神経外科・内科） ℡477-1212
  山下クリニック（内科、外科） ℡487-9001

11月・12月 休日在宅医診療

※夜間に病気や怪我で困ったときは「曽於郡
医師会夜間急病センター（曽於郡医師会立病院
内)」までお問い合わせください。（℡482-5899）

※都城市・北諸県郡管内の休日の救急診療機
関は、電話でのテープ案内（℡0986-23-5555）
を行っていますのでご活用ください。
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(日)

※ 志布志支所での母子手帳交付は毎週月曜日の午前中に福祉課窓口で行います。
※１ 法律相談は事前予約制になります。志布志支所地域振興課　℡472-1111（内線352）までご連絡ください。
※２ 法律相談は事前予約制になります。本庁総務課文書法制係　℡474-1111（内線225）までご連絡ください。
※３ 場所・時間の詳細は、対象者に配布される受診票をご覧になるか、本庁保健対策係にお問い合わせください。
※４ 年金移動相談は事前予約制になります。志布志支所市民課　℡472-1111（内線223）までご連絡くたさい。

日曜当番医は39ページに掲載しています

(土)

(日)

育児学級（9:30～10:00受付 健康ふれあいプラザ）
育児相談（10:30～12:00 健康ふれあいプラザ）

大隅の國やっちく松山藩秋の陣まつり前夜祭
　　　　（18:00～ 松山城山総合公園内特設会場）

大隅の國やっちく松山藩秋の陣まつり本祭
　　　　　（8:45～ 松山城山総合公園内特設会場）

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

12/1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

30

農業用廃プラ、廃ビニール回収

心配ごと相談（10:00～15:00 市民センター有明）

巡回消費生活相談（10:00～15:00 市民センター有明）

心配ごと相談（10:00～15:00 老人福祉センター松山）

子宮がん検診・骨粗しょう症検診（志布志地区）（12:30～13:00受付）※3

子宮がん検診・骨粗しょう症検診（志布志地区）
　　　　（8：30～9：00及び12：30～13：00受付）※3
母子健康手帳交付（13:30～16:30 本庁保健課窓口）

心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
特設人権相談所(10:00～15:00 有明改善センター農事研修室①
　　　　　志布志支所5F会議室・泰野地区公民館)

法律相談（13:00～15:00 有明本庁3階会議室）※2

子宮がん検診・骨粗しょう症検診（志布志地区）
　　　　（8：30～9：00及び12：30～13：00受付）※3

つどいの広場（10:00～12:00 安楽公民館）

子宮がん検診・骨粗しょう症検診（志布志地区）
　　　　（8：30～9：00及び12：30～13：00受付）※3
1歳児歯科相談（9:30～10:00受付 やっちくふれあいセンター）
育児相談（10:30～12:00 やっちくふれあいセンター）

両親学級（9:30～9:40受付 子育てセンターはぐくみランド）

2歳児歯科検診（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）
年金移動相談（10：00 ～ 15:00志布志支所５F会議室）※4

心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）

心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
母子健康手帳交付（9:30～12:00 松山支所市民課窓口）
乳児健康診査/BCG予防接種（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）

1歳児歯科相談（9:30～10:00受付 健康ふれあいプラザ）
行政相談（13:00～16:00 志布志支所5F会議室）

育児相談（10:30～12:00 健康ふれあいプラザ）
三種混合予防接種（13:30～14:00受付 健康ふれあいプラザ）

1歳6ヶ月児健康診査/麻疹風疹1期予防接種
　　　　（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）

心配ごと相談（10:00～15:00 老人福祉センター松山）
法律相談（13:00～15:00 志布志支所5F会議室）※1

心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
1歳6ヶ月児健康診査/麻疹風疹1期予防接種
　　　　（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）
母子健康手帳交付（13:30～16:30 本庁保健課窓口）

育児学級（9:30～10:00受付 やっちくふれあいセンター）
行政相談（13:00～16:00 志布志支所5F会議室）

育児相談（10:30～12:00 やっちくふれあいセンター）
三種混合予防接種（13:30～14:00受付 健康ふれあいプラザ）

心配ごと相談（10:00～15:00 市民センター有明）
巡回消費生活相談（10:00～15:00 市民センター有明）

心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
巡回消費生活相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
5歳児歯科検診（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）

勤労感謝の日

育児学級（9:30～10:00受付 農村研修センター）
育児相談（10:30～12:00 農村研修センター）

3歳児健康診査（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）
子育て講座（10:00～12:00 子育て支援センターはぐくみランド）

「うまい！を明日へ！」プロジェクト志布志・海辺の森づくり植樹祭
　　　　　　　　（13:00～15:00 新若浜地区緑地）

こころの健康づくり講演会inそお
　　　　　（9:30～10:00受付 大崎町中央公民館）
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